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研究記事27




73番の歌 私たちに大胆さを与えてください



ザドクのように勇敢な人になる



「強くて勇敢な若者ザドク」。歴代第一 12:28




ポイント

ザドクの手本から，どうすれば勇敢な人になれるかを学びます。




1-2. ザドクはどんな人でしたか。（歴代第一 12:22，26-28）


あなたの答え



想像してみてください。34万を超える人たちがダビデをイスラエル全体の王にしようとして集まっています。3日間にわたり，ヘブロンのそばの岩の多い丘陵地ににぎやかな声，賛美の歌声，明るい笑い声が響き渡っています。（代一 12:39）そこにいたザドクという若者は，おそらく大勢の人の中で目立ってはいなかったことでしょう。とはいえ，エホバはザドクに注目し，私たちにザドクがそこにいたことを知ってほしいと思っていました。（歴代第一 12:22，26-28を読む。）では，ザドクはどんな人だったのでしょうか。

2 ザドクは祭司で，大祭司アビヤタルと一緒に働きました。神の意志を認識できる予見者でもあり，普通を超えた洞察力を神から与えられていました。（サム二 15:27）みんなから頼られ，アドバイスを求められることもありました。また，勇敢な人でもありました。この記事では特にその点に注目します。

 3. （ア）エホバに仕える人たちに勇気が必要なのはどうしてですか。（イ）この記事ではどんな点を考えますか。


あなたの答え



3 この終わりの時代に，サタンはエホバに仕える人たちへの攻撃を強めています。（ペテ一 5:8）エホバがサタンとその邪悪な体制を終わらせる時を待つ間，私たちには勇気が必要です。（詩 31:24）どうすればザドクのように勇敢な人になれるか，3つの点を考えましょう。

神の王国を支持する

 4. エホバに仕える人たちが神の王国を支持するために，勇気が必要なのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



4 エホバに仕える私たちは，神の王国を心から支持します。でも，そうするためには勇気が必要なときもあります。（マタ 6:33）例えば，この邪悪な世界でエホバの基準に従って生活し，王国の良い知らせを伝えるためには勇気が要ります。（テサ一 2:2）また，政治的な対立や分断が進む中で中立でいるためにも，勇気が必要です。（ヨハ 18:36）政治に関わらないことや軍務に就かないことが理由で，多くの兄弟姉妹は経済的な問題を抱えたり暴行を受けたり投獄されたりしています。



[image: 兄弟と一緒に休憩している2人の同僚が意見を強く主張している。同僚の1人はテレビの方を指さしていて，画面には2人の政治家に関する世論調査の結果が映っている。]

周りの人が政治に関わる話をする時，どうしますか。（4節を参照。）







 5. ザドクがダビデを支持するのに勇気が必要だったのはどうしてですか。


あなたの答え



5 ザドクがヘブロンに来たのはダビデ王のことを祝うためだけではありませんでした。武具を身に着け，戦いのための用意をしてきていました。（代一 12:38）戦いが起きたとしてもダビデに付いていき，イスラエルを敵から守ろうと思っていました。ザドクには戦士としての経験はほとんどなかったと思われます。それで，勇敢でなければその場にいなかったはずです。

 6. 勇敢に行動する点で，ダビデはザドクにとってどんな良い手本となりましたか。（詩編 138:3）


あなたの答え



6 祭司だったザドクが勇気を示せたのはどうしてでしょうか。ザドクは，周りにいた強くて勇敢な人たちの手本から学んだに違いありません。例えば，「イスラエルを率いて戦いに行[っ]た」ダビデの手本がありました。イスラエル人はみんなその勇敢な姿を見て，ダビデを心から支持したいと思いました。（代一 11:1，2）ダビデは敵と戦う時，いつも助けを求めてエホバに頼りました。（詩 28:7。詩編 138:3を読む。）ほかにもザドクのそばにいて手本となった人たちがいました。エホヤダと，エホヤダの子で戦士のベナヤ，ダビデを支持した22人の軍隊長などです。（代一 11:22-25; 12:26-28）これらの人たちは皆，ダビデの王権を支持するために行動しました。

 7. （ア）今の時代，勇敢に行動しているどんな手本がありますか。（イ）動画を見て，ンシル兄弟から何を学びましたか。


あなたの答え



7 エホバの統治を勇敢に支持する人たちの手本について考えるなら，勇気や力がもらえます。私たちの王であるキリスト･イエスは，サタンの政治体制に関わらせようとする圧力をきっぱりと退けました。（マタ 4:8-11。ヨハ 6:14，15）力を求めていつもエホバに頼りました。今の時代，大勢の若者の手本もあります。良心的に兵役を拒否した人たちや，政治活動に全く関わらないことにした人たちです。そのような人たちについてjw.orgで調べてみるのはいかがですか。*

兄弟姉妹を助ける

 8. 長老たちにとって，兄弟姉妹を助けるのに勇気が必要になるかもしれないどんな状況がありますか。


あなたの答え



8 エホバに仕える人たちは喜んで助け合います。（コリ二 8:4）でも，そうするのに勇気が必要なときもあります。例えば戦争が起きると，兄弟姉妹は生きていくためにもエホバとの絆を守るためにも，励ましやサポートを必要とします。長老たちはエホバの羊である兄弟姉妹を愛しているので，仲間が何を必要としているのか気付き，たとえ危険があるとしても仲間のために行動します。（ヨハ 15:12，13）この点で長老たちは，ザドクの勇気に倣えます。

 9. サムエル第二 15章27-29節によると，ダビデはザドクにどんな指示を与えましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



9 ザドクが命の危険に面していたダビデをどのように助けたかを考えましょう。ダビデは息子アブサロムから王権を狙われていました。（サム二 15:12，13）それですぐにエルサレムから逃げる必要がありました。ダビデは家来たちにこう言いました。「今すぐ逃げましょう。さもないと，アブサロムから誰も逃げられなくなります！」（サム二 15:14）出発しようとしていた時，ダビデはその後もアブサロムの計画について知るために誰かに残ってもらう必要があることに気付きます。それで，情報を収集させるため，ザドクとほかの祭司たちを都市に戻らせました。（サムエル第二 15:27-29を読む。）これは注意深く進める必要があることでした。命を失いかねない危険な任務だったからです。もしザドクや祭司たちがダビデを守るためにスパイをしているということをアブサロムが知ったらどうなったか，想像してみてください。傲慢で復讐心の強いアブサロムは何をしでかすか分かりませんでした。



[image: 家来たちがエルサレムから出ていく中，ダビデ王がザドクと話している。]

ダビデはザドクに危険な任務を託した。（9節を参照。）







10. ザドクと仲間たちは，どのようにダビデを守りましたか。


あなたの答え



10 ダビデはある計画を立て，ザドクともう1人の信頼できる友であるフシャイに協力を頼みました。（サム二 15:32-37）その計画に従って行動したフシャイは，アブサロムの信頼を得ることができ，1つの戦略を提案します。そのようにして，ダビデが戦いに備えるための時間を取れるようにしました。その後，フシャイは事がどのように進んでいるかをザドクとアビヤタルに伝えます。（サム二 17:8-16）それで2人はダビデにその情報を知らせることができました。（サム二 17:17）エホバの助けによって，ザドクと仲間の祭司たちはダビデの命を守る上で大切な役割を果たすことができました。（サム二 17:21，22）

11. 兄弟姉妹を助ける時に，どうすればザドクに倣って勇敢に行動できますか。


あなたの答え



11 危険な状況で兄弟たちから助けを求められた時に，どうすればザドクのように勇敢に行動できますか。（1）指示に従う。そのような時には一致団結することが大切です。支部事務所の指示に沿って行動しましょう。（ヘブ 13:17）長老たちは，災害にどう備えるかや，災害が起きた時にどうすべきかについて組織から与えられている指示を定期的に復習する必要があります。（コリ一 14:33，40）（2）勇気を持ちつつも注意深くある。（格 22:3）よく考えて行動しましょう。不必要な危険を冒さないでください。（3）エホバに頼る。エホバはあなたや兄弟姉妹の健康と安全を気に掛けています。また，私たちが仲間を安全にサポートできるように助けてくれます。

12-13. ビクトル兄弟とビタリー兄弟が経験したことから何を学べますか。（写真も参照。）


あなたの答え



12 ウクライナのビクトル兄弟とビタリー兄弟は，仲間の兄弟たちに食べ物や水を届けるために働きました。ビクトル兄弟はこう言っています。「私たちは食べ物を探し回りました。そばで銃撃の音が何度も聞こえました。ある兄弟が倉庫に保管していた食べ物を寄付してくれました。おかげでしばらくの間，たくさんの兄弟姉妹がその状況を耐えることができました。トラックに荷物を積み込んでいた時，20㍍ほど離れた所にロケット弾が落ちてきました。私は一日中必死にエホバに祈り，仲間を助け続けられるよう勇気を与えてくださいとお願いしました」。

13 ビタリー兄弟はこう言っています。「すごく勇気が要りました。最初の目的地までは12時間かかりました。その間，ずっとエホバに祈っていました」。ビタリー兄弟は勇気を持ちつつも注意深く行動しました。こう言っています。「賢く，慎重でいられるように助けてくださいとエホバに祈り続けました。政府当局の通行許可が出ている道だけを通りました。兄弟姉妹が協力して働く様子を直接見て，力をもらいました。兄弟姉妹は道路から障害物を取り除いたり，救援物資を集めて積み込んだりしていました。私たちのために食べ物や休む場所を提供してくれることもありました」。



[image: バンに乗った2人の兄弟たちが戦闘地域を通り抜けている。後ろには，がれき，煙，火が見える。]

危険な状況で仲間を助ける時，勇気を持ちつつも注意深くあるようにする。（12-13節を参照。）







エホバから決して離れない

14. 大切な人がエホバに仕えるのをやめたとき，私たちはどう感じますか。


あなたの答え



14 自分の家族や親しい友人がエホバに仕えるのをやめたとき，それは本当につらい試練となります。（詩 78:40。格 24:10）それが親しい人であればあるほど，そのような状況を受け入れるのは難しくなるでしょう。そうしたつらい経験をしたことがあるなら，大変な中でもエホバから決して離れなかったザドクの手本から力を得られます。

15. ザドクにとって，エホバから決して離れないために勇気が必要だったのはどうしてですか。（列王第一 1:5-8）


あなたの答え



15 ザドクは，ダビデの統治の終わりごろに親しい友人であるアビヤタルが反逆した時も，エホバから決して離れませんでした。ダビデの死が近づいていた時，息子のアドニヤはエホバがソロモンに与えると約束した王位を奪おうとしました。（代一 22:9，10）アビヤタルはアドニヤを支持することにします。（列王第一 1:5-8を読む。）そのようにして，ダビデだけでなくエホバに対しても反逆しました。ザドクがどれほど悲しみ，がっかりしたか想像できるでしょうか。ザドクはアビヤタルと40年ほど祭司として一緒に働いてきました。（サム二 8:17）「真の神の箱」に関係した仕事も一緒にしていました。（サム二 15:29）2人ともダビデの王権を支持し，いろいろなことを一緒に行っていました。（サム二 19:11-14）

16. ザドクがエホバに忠実に仕える上で，どんなことが助けになったかもしれませんか。


あなたの答え



16 アビヤタルが反逆しても，ザドクはエホバから離れませんでした。ダビデはザドクが決して裏切ることはないと信じていました。アドニヤの策略が明らかになった時，ダビデはソロモンを王に任命するために，ザドク，ナタン，ベナヤの力を借りました。（王一 1:32-34）ナタンをはじめ，ダビデ王を支持し，エホバに忠実に仕える仲間たちと一緒にいたことは，ザドクにとって大きな力や励みになったに違いありません。（王一 1:38，39）ソロモンは王になった時，「祭司ザドクをアビヤタルの代わりに」大祭司に任命しました。（王一 2:35）

17. 親しい人がエホバから離れたとき，ザドクにどのように倣えますか。


あなたの答え



17 ザドクにどのように倣えるでしょうか。親しい人がエホバから離れたとしても，ぐらつかないようにしましょう。（ヨシュ 24:15）エホバは必要な力や勇気を与えてくださいます。エホバに頼りましょう。よく祈り，仲間との絆を強めることによってそうできます。エホバはあなたが忠実に仕えていることを高く評価していて，そのことに報いてくださいます。（サム二 22:26）

18. マルコ兄弟とシセ姉妹が経験したことから，どんな点を学べますか。


あなたの答え



18 2人の娘がいるマルコ兄弟とシセ姉妹のことを考えてみましょう。娘たちは大人になってからエホバに仕えるのをやめてしまいました。兄弟はこう言っています。「子供が生まれたその日から，親はたくさんの愛を注ぎます。危険な目に遭わないよう守るためだったらどんなことでもするものです。それで，子供がエホバに仕えるのをやめると胸が張り裂けるように感じます」。さらにこう言っています。「でも，エホバが私たちとずっと一緒にいてくれました。私が落ち込んでいる時，妻が励ましてくれました。妻が落ち込んでいる時，私が励ますことができました。エホバはそうやって夫婦で助け合えるようにしてくれています」。シセ姉妹はこう言っています。「エホバが力づけてくださらなかったなら，きっと耐えられなかったと思います。私は，こうなってしまったのは自分のせいだという気持ちに襲われました。それで，どう感じているかをエホバに伝えました。それから数日後，何年も会えていなかった姉妹に再会しました。姉妹は私の所に来て，肩に手を置き，目を見て，『シセのせいじゃないのよ。よく頑張ったんだから』と言ってくれました。エホバが助けてくださっているおかげで，喜びを失わずに奉仕を続けることができています」。

19. この記事を学んで，どうしたいと思いましたか。


あなたの答え



19 エホバはご自分に仕える人たちが皆，ザドクのように勇敢な人になることを願っています。（テモ二 1:7）でも，私たちが自分の力でそうすることは望んでいません。エホバはご自分に頼ってほしいと思っています。それで，勇気が必要なときにはエホバに目を向けましょう。そうするなら，エホバはザドクのように勇敢な人になれるよう，私たちを必ず助けてくださいます。（ペテ一 5:10）



勇敢なザドクにどのように倣えますか


	  神の王国を支持する点で


あなたの答え





	  兄弟姉妹を助ける時に


あなたの答え





	  エホバから決して離れない点で


あなたの答え












126番の歌 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる



^  jw.orgの「真のクリスチャンには勇気が必要: 中立を保つために」という動画をご覧ください。






^ （代一 12:28） また，強くて勇敢な若者ザドクとその氏族の22人の長。



^ （代一 12:22） 日を追うごとに，ダビデを助けようと人々が集まってきて，陣営はやがて神の陣営のように大きくなった。



^ （代一 12:26-28） レビ族が4600人。 27 アロンの子孫の指導者エホヤダと，共にいた3700人。 28 また，強くて勇敢な若者ザドクとその氏族の22人の長。



^  （代一 12:39） やって来た人たちは，ダビデと一緒にそこに3日とどまって飲み食いした。ユダの人たちが用意していたのである。



^  （代一 12:22） 日を追うごとに，ダビデを助けようと人々が集まってきて，陣営はやがて神の陣営のように大きくなった。



^  （代一 12:26-28） レビ族が4600人。 27 アロンの子孫の指導者エホヤダと，共にいた3700人。 28 また，強くて勇敢な若者ザドクとその氏族の22人の長。



^  （サム二 15:27） 王は祭司ザドクに言った。「あなたは予見者ですね。気を付けて都市に戻りなさい。あなたたちの2人の子も連れていきなさい。あなたの子アヒマアツとアビヤタルの子ヨナタンです。



^  （ペテ一 5:8） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^  （詩 31:24） 勇気を出し，心を強くせよ， エホバを待つ全ての人たち。



^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （テサ一 2:2） ご存じのように，私たちはまずフィリピで苦しめられ，侮辱を受けましたが，神の助けにより勇気*を奮い起こし，厳しい反対に遭いながらも*皆さんに神の良い知らせを伝えました。

または，「大胆さ」。
もしかすると，「悪戦苦闘しながらも」。


^  （ヨハ 18:36） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。



^  （代一 12:38） これらの人たちは皆，戦列に加わる戦士で，ダビデをイスラエル全体の王にしようという一心で，ヘブロンにやって来た。イスラエルのほかの人たちも皆，ダビデを王にしたい気持ちで一つになっていた。



^ （詩 138:3） 私が呼んだ日，あなたは答えてくださった。 私を勇敢*で強い人にしてくださった。

または，「大胆」。


^  （代一 11:1， 2） やがてイスラエル人の皆がヘブロンのダビデのもとに集まって，言った。「私たちはあなたの肉親*です。 2 かつてサウルが王だった時，あなたはイスラエルを率いて戦いに行きました。それにエホバ神は，『あなたは牧者として私の民イスラエルを世話し，私の民イスラエルの指導者になる』とあなたに言いました」。

直訳，「骨と肉」。


^  （詩 28:7） エホバは私の力，私の盾。 私の心は神に頼る。 私は助けられ，心は喜ぶ。 歌で神を賛美する。



^  （詩 138:3） 私が呼んだ日，あなたは答えてくださった。 私を勇敢*で強い人にしてくださった。

または，「大胆」。


^  （代一 11:22-25） エホヤダの子ベナヤは勇敢な人で，カブツェエルで多くの手柄を立てた。モアブのアリエルの2人の子を討ち，雪の降るある日，貯水穴に下りてライオンを殺した。 23 また，背丈が2メートルを優に超えるエジプト人の巨人も討った。そのエジプト人は機織りが使う巻き棒のように太いやりを手にしていたが，ベナヤは棒を持って立ち向かい，相手の手からやりを奪い取ってそれで殺した。 24 エホヤダの子ベナヤはこれらのことを行い，3勇士のような名声を得た。 25 彼は30人の人よりも優れてはいたが，3勇士には及ばなかった。だが，ダビデは彼に自分の護衛をまとめさせた。



^  （代一 12:26-28） レビ族が4600人。 27 アロンの子孫の指導者エホヤダと，共にいた3700人。 28 また，強くて勇敢な若者ザドクとその氏族の22人の長。



^  （マタ 4:8-11） さらに，悪魔はイエスをとりわけ高い山に連れていき，世界の全ての王国とその栄光を見せて， 9 言った。「ひれ伏して私を崇拝するなら，これら全てをあげましょう」。 10 その時，イエスは言った。「離れ去れ，サタン！ 『あなたが崇拝すべきなのはエホバ神であり，この方だけに神聖な奉仕をしなければならない』と書いてあるのです」。 11 その時，悪魔はイエスから離れた。すると，天使たちが来てイエスに仕え始めた。



^  （ヨハ 6:14， 15） 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。



^  （コリ二 8:4） 彼らは自分から，親切に与える機会を下さいと私たちに懇願し続けました。聖なる人たちのための救援奉仕に加わることを願ったのです。



^  （ヨハ 15:12， 13） 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ （サム二 15:27-29） 王は祭司ザドクに言った。「あなたは予見者ですね。気を付けて都市に戻りなさい。あなたたちの2人の子も連れていきなさい。あなたの子アヒマアツとアビヤタルの子ヨナタンです。 28 あなたたちから知らせがあるまで，私は荒野に近い渡り場で待っています」。 29 それでザドクとアビヤタルは真の神の箱をエルサレムに戻し，そこにとどまった。



^  （サム二 15:12， 13） さらに，アブサロムは犠牲を捧げた時，ギロに人を遣わして，ダビデの顧問官*でギロの人アヒトフェルを呼び寄せた。こうして謀反は勢いを増し，アブサロムの支持者は増えていった。 13 やがてダビデのもとに人がやって来て，こう報告した。「イスラエルの人たちの心はアブサロムに向いています」。

または，「助言者」。


^  （サム二 15:14） ダビデは直ちに，共にエルサレムにいる家来たち皆に言った。「今すぐ逃げましょう。さもないと，アブサロムから誰も逃げられなくなります！ 急ぎなさい。彼はすぐに追い付いて，私たちに危害を加え，都市を剣で討つでしょう！」



^  （サム二 15:27-29） 王は祭司ザドクに言った。「あなたは予見者ですね。気を付けて都市に戻りなさい。あなたたちの2人の子も連れていきなさい。あなたの子アヒマアツとアビヤタルの子ヨナタンです。 28 あなたたちから知らせがあるまで，私は荒野に近い渡り場で待っています」。 29 それでザドクとアビヤタルは真の神の箱をエルサレムに戻し，そこにとどまった。



^  （サム二 15:32-37） 民がよく神にひれ伏していた山頂にダビデが着くと，アルキ人のフシャイが会いに来ていた。フシャイの長い服は引き裂かれ，頭に土をかぶっていた。 33 ダビデは彼に言った。「もしあなたが私と一緒に来るなら，私の負担になります。 34 しかし，もしあなたが都市に戻ってアブサロムに，『王よ，私はあなたの家来です。以前はあなたの父上の家来でしたが，今はあなたの家来です』と言うなら，あなたは私のために，アヒトフェルの助言が実行されるのを阻むことができます。 35 都市には祭司のザドクとアビヤタルもいます。王の家から聞くことは全て，祭司のザドクとアビヤタルに伝えてください。 36 また，彼らの息子2人，ザドクの子アヒマアツとアビヤタルの子ヨナタンも都市にいます。聞いたことは全部，2人を通して私に伝えてください」。 37 それでダビデの友人*フシャイは都市に行った。アブサロムもエルサレムに入った。

または，「信頼できる友人」。


^  （サム二 17:8-16） フシャイは続けた。「よくご存じのように，あなたの父上と部下たちは強く，野原で子を奪われた雌熊のように気が立っています。それに，あなたの父上は戦士ですから，民と共に夜を過ごすことはありません。 9 今はどこかの洞窟*かほかの場所に隠れているでしょう。あなたの父上が先に攻撃してきたら，『アブサロムに付いていた民は打ち破られた！』といううわさが広まります。 10 そうなると，ライオンのように勇敢な*人でもおじけづいてしまいます。イスラエル全体が知っている通り，あなたの父上は強く，共にいる部下たちも勇敢なのです。 11 私の助言はこうです。イスラエル全体をあなたのもとに集めてください。ダンからベエル･シェバにかけて，海辺の砂のように多くの人を集め，あなたが率いて戦いに行くのです。 12 そうすれば，彼がどこにいようとも私たちは見つけ，露が地面に降りるかのように彼に襲い掛かれます。彼も部下たちも，一人も生き残りません。 13 もし彼がどこかの町に逃げ込むなら，イスラエル全体と共に行ってその町に綱を掛け，町を谷まで引きずっていき，そこに小石一つさえ残らないようにします」。 14 するとアブサロムとイスラエルの人たち皆は言った。「アルキ人フシャイの助言は，アヒトフェルの助言よりも優れている！」 エホバの決定*により，アヒトフェルの的確な助言は実行を阻まれることになっていた。エホバはアブサロムに災難をもたらそうとしていたのである。 15 フシャイは，祭司のザドクとアビヤタルに言った。「アヒトフェルはアブサロムとイスラエルの長老たちにこれこれの助言をし，私はこれこれの助言をしました。 16 それですぐに人を遣わしてダビデにこう伝えてください。『今夜は，荒野に近い渡り場*にいてはいけません。必ず川を渡っていってください。そうしないと，王も民も皆，消し去られてしまいます』」。

または，「穴」，「峡谷」。
直訳，「心が勇敢な」。
または，「命令」。
もしかすると，「砂漠平原」。


^  （サム二 17:17） ヨナタンとアヒマアツはエン･ロゲルで待機していた。あえて都市に入ることをしなかったのである。そこに召し使いの女性がやって来て報告し，2人はダビデ王の所に伝えに向かった。



^  （サム二 17:21， 22） 家来たちが去ると，2人は井戸から出てきて，ダビデ王の所に行ってこう伝えた。「さあ，すぐに川を渡ってください。アヒトフェルはあなたを討つためにこれこれの助言をしました」。 22 ダビデと民の皆は直ちに出発して，ヨルダン川を渡った。夜明けまでに，全員がヨルダン川を渡り切った。



^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （コリ一 14:33） 神は無秩序の神ではなく，平和の神だからです。 聖なる人たちの他の会衆全てと同じように，



^  （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って*行いましょう。

または，「秩序正しく」。


^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （詩 78:40） 人々は何度荒野で神に反逆し， 砂漠で神を傷つけたことだろう。



^  （格 24:10） 苦難の時*に落胆するなら， 力が失われる。

または，「日」。


^ （王一 1:5-8） その一方で，ハギトの子アドニヤは野心を燃やし，「私が王になるのだ！」と言っていた。彼は自分のために兵車を作らせ，騎手たちと50人の護衛*を配備した。 6 けれども父ダビデは，「どうしてこんなことをしたのか」と言って叱る*ことはなかった。アドニヤは非常にりりしく，アブサロムの後に生まれた子だった。 7 アドニヤはツェルヤの子ヨアブと祭司アビヤタルに話を持ち掛け，2人はアドニヤを助け，支持するようになった。 8 しかし，祭司ザドク，エホヤダの子ベナヤ，預言者ナタン，シムイ，レイ，ダビデの勇士たちは，アドニヤを支持しなかった。

直訳，「前を走る人」。
または，「傷つける」。


^  （代一 22:9， 10） あなたに男の子が生まれ，その子は平和な人となる。私は，彼を周囲の全ての敵から守って彼が安心できるようにする。彼はソロモン*と呼ばれ，彼の時代に私はイスラエルに平和と平穏を与えるのである。 10 彼こそが私の名のために家を建てる。彼は私の子となり，私は彼の父となる。私は，彼のイスラエルでの王座が永遠に揺るがないようにする』。

「平和」という意味のヘブライ語に由来。


^  （王一 1:5-8） その一方で，ハギトの子アドニヤは野心を燃やし，「私が王になるのだ！」と言っていた。彼は自分のために兵車を作らせ，騎手たちと50人の護衛*を配備した。 6 けれども父ダビデは，「どうしてこんなことをしたのか」と言って叱る*ことはなかった。アドニヤは非常にりりしく，アブサロムの後に生まれた子だった。 7 アドニヤはツェルヤの子ヨアブと祭司アビヤタルに話を持ち掛け，2人はアドニヤを助け，支持するようになった。 8 しかし，祭司ザドク，エホヤダの子ベナヤ，預言者ナタン，シムイ，レイ，ダビデの勇士たちは，アドニヤを支持しなかった。

直訳，「前を走る人」。
または，「傷つける」。


^  （サム二 8:17） アヒトブの子ザドクとアビヤタルの子アヒメレクは祭司，セラヤは秘書官だった。



^  （サム二 15:29） それでザドクとアビヤタルは真の神の箱をエルサレムに戻し，そこにとどまった。



^  （サム二 19:11-14） ダビデ王は人を遣わして，祭司のザドクとアビヤタルにこう伝えさせた。「ユダの長老たちにこう話しなさい。『どうしてあなたたちは王を家に連れ戻そうとせず，ほかの部族に後れを取っているのですか。イスラエルの皆の声が私の家に届いています。 12 あなたたちは，私の兄弟，私の肉親*です。それなのにどうして王を連れ戻そうとせず，ほかの部族に後れを取るのですか』。 13 また，アマサにこう言いなさい。『あなたは私の肉親ではないですか。もしあなたが今後ヨアブの代わりに軍隊長にならないなら，神が私を厳しく罰しますように』」。 14 こうしてユダの全ての人の心がすっかり傾いた。彼らは人を遣わして王に，「あなたも，あなたの家来たちも皆，お戻りください」と伝えさせた。

直訳，「骨と肉」。


^  （王一 1:32-34） ダビデ王はすぐに，「祭司ザドクと預言者ナタンとエホヤダの子ベナヤを呼びなさい」と言った。それで彼らが王の前に来た。 33 王は彼らに言った。「私の家来たちを伴い，私の子ソロモンを私のラバ*に乗せてギホンまで下りなさい。 34 祭司ザドクと預言者ナタンは，そこで彼に油を注いで*イスラエルの王としなさい。それから角笛を吹き鳴らし，『ソロモン王が栄えますように！』と言うのです。

または，「雌ラバ」。
用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （王一 1:38， 39） 祭司ザドク，預言者ナタン，エホヤダの子ベナヤ，ケレト人とペレト人は，ソロモンをダビデ王のラバに乗せ，ギホンに連れて下った。 39 祭司ザドクは天幕の中から油が入った角*を取り，ソロモンに油を注いだ。それから角笛が吹き鳴らされ，民は皆，「ソロモン王が栄えますように！」と叫びだした。

用語集参照。


^  （王一 2:35） 王はヨアブの代わりにエホヤダの子ベナヤを軍隊の長に任命し，祭司ザドクをアビヤタルの代わりに任命した。



^  （ヨシュ 24:15） もしエホバに仕えることが良くないと思えるなら，川*の向こうで父祖たちが仕えた神々であれ，今住んでいる土地のアモリ人の神々であれ，誰に仕えるかを今日自分で選びなさい。しかし，私と私の家の者はエホバに仕えます」。

ユーフラテス川のこと。


^  （サム二 22:26） あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。

または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。


^  （テモ二 1:7） 神が私たちに与えてくださった聖なる力*は，臆病な気持ちではなく，力と愛と健全な考え方を生み出します。

または，「くださった精神」。用語集参照。


^  （ペテ一 5:10） 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。









研究記事28




123番の歌 神の秩序にいつでも従う



真理を見分けていますか



「しっかり立つため，真理のベルトを腰に巻[く]」。エフェソス 6:14




ポイント

エホバから学んだ真理と，サタンや反対者たちが広めている間違った情報をどうすれば見分けられるかを学びます。




 1. あなたは真理についてどう感じていますか。


あなたの答え



エホバに仕える人たちは，聖書の真理を愛しています。私たちはその真理に基づいて信仰を持つようになりました。（ロマ 10:17）そして，エホバが「真理の柱また支え」としてクリスチャン会衆を設立したことを信じるようになりました。（テモ一 3:15）私たちは，「教え導いている人たち」が聖書の真理を説明したり，神の意志に沿って指示を与えたりする時，喜んで従います。（ヘブ 13:17）

 2. ヤコブ 5章19節によると，真理を学んだ後でもどうなってしまうことがありますか。


あなたの答え



2 真理を受け入れ，神の組織が信頼できる導きを与えていることを認めるようになった後でも，真理からそれてしまうことがあり得ます。（ヤコブ 5:19を読む。）サタンは何よりも，神の組織の指示や聖書に対する信頼を失わせようとしています。（エフェ 4:14）

 3. 真理にしっかり従うことが大切なのはどうしてですか。（エフェソス 6:13，14）


あなたの答え



3 エフェソス 6:13，14を読む。間もなく，悪魔サタンは全世界で間違った情報を大々的に広め，人々がエホバに逆らうように仕向けます。（啓 16:13，14）私たちは，サタンがますます必死になって私たちを惑わし，エホバから引き離そうとすることも予期しています。（啓 12:9）ですから，真理と間違った情報を見分けて，真理にしっかり従えるように自分を訓練することが大切です。（ロマ 6:17。ペテ一 1:22）大患難を生き残れるかどうかはそのことに懸かっているからです！

 4. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



4 この記事ではまず，聖書に基づく真理を見分け，神が導く組織からの指示を受け入れるのに役立つ2つのことを考えます。そして，真理にしっかり従い続けるために必要な3つの点を学びます。

真理を見分けるために必要なこと

 5. エホバを畏れることは，真理を見分ける上でどのように助けになりますか。


あなたの答え



5 エホバを畏れること。エホバへの正しい畏れを抱いている人は，エホバを本当に愛しているので，悲しませるようなことは絶対にしたくないと思うものです。私たちはエホバから良いと認めてもらうために，正しいことと悪いこと，真実なことと間違っていることをしっかり見分けたいと思います。（格 2:3-6。ヘブ 5:14）また，エホバへの愛よりも人を恐れる気持ちが強くなってしまわないように気を付ける必要があります。人を喜ばせようとすると，エホバを悲しませてしまうことがよくあるからです。

 6. イスラエルの部族の10人の長は，人を恐れたためにどのように真実をゆがめてしまいましたか。


あなたの答え



6 神よりも人を恐れると，真実がはっきり見えなくなることがあります。1つの例を考えましょう。イスラエルの部族の12人の長は，エホバがイスラエル人に与えると約束した土地に偵察に行きました。そのうちの10人は，エホバへの愛よりカナン人を恐れる気持ちの方が強くなってしまいました。そして仲間のイスラエル人に，「あの人たちの所に攻めていくなんて無理だ。彼らは私たちより強い」と言いました。（民 13:27-31）人間的な観点で言えば，カナン人は確かにイスラエル人よりも強力でした。でも，イスラエル人には敵を征服することなどできないと言ったのは，エホバのことを考えていない発言でした。10人の長たちは，エホバがイスラエル人に何を望んでいるかに目を向けるべきでした。エホバが少し前に自分たちのためにしてくれたことについても，じっくり考えるべきでした。そうしたなら，強力なカナン人も全能者であるエホバに比べれば全く無力であることに気付けたはずです。一方，ヨシュアとカレブは，信仰の欠けた10人とは違い，エホバに喜んでもらいたいと思っていました。そしてみんなにこう言いました。「エホバが私たちのことを喜んでくださっているなら，私たちをその土地に連れて入り，その非常に肥沃な土地を与えてくださるはずです」。（民 14:6-9）

 7. どうすればエホバを畏れる気持ちを強めることができますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



7 エホバを畏れる気持ちを強めるには，どんな決定をする時にも，どうすればエホバに喜んでもらえるかを考える必要があります。（詩 16:8）聖書を読む時，自分がその状況にいたらどんな決定をするだろうか，と考えてみてください。例えば，イスラエルの部族の長たちからのネガティブな報告を聞いているとします。あなただったら，その報告を信じて人を恐れる気持ちに負けてしまうでしょうか。それとも，エホバへの愛や，エホバに喜んでもらいたいという気持ちの方が上回るでしょうか。その世代のイスラエル人は，ヨシュアとカレブが語った真理を見分けることができませんでした。結果として，約束の地に入る機会を失ってしまいました。（民 14:10，22，23）



[image: ヨシュアとカレブが，怒って自分たちを石打ちにしようとしているイスラエル人に嘆願している。後ろには雲の柱がある。]

あなただったら，どちらを信じたと思いますか。（7節を参照。）







 8. どんな点で努力を続ける必要がありますか。どうしてですか。


あなたの答え



8 謙虚であること。エホバは謙虚な人に真理を明らかにします。（マタ 11:25）私たちは真理を学んだ時，謙遜な態度で助けを受け入れました。（使徒 8:30，31）でも，謙虚な気持ちを忘れず，誇ることがないように引き続き気を付ける必要があります。誇り高くなると，自分の意見を聖書の教えやエホバの組織からの指示と同じくらい重視するようになってしまうかもしれません。

 9. ずっと謙虚でいるためにどんなことができますか。


あなたの答え



9 ずっと謙虚でいるには，偉大なエホバと比べて自分は小さな存在であるということを覚えている必要があります。（詩 8:3，4）また，もっと謙遜な人になって，教えられることを素直に受け入れられるよう助けてください，と祈ることができます。エホバは，私たちが自分の考えよりも，聖書や組織を通して学んでいるエホバの考えを優先できるよう助けてくれます。聖書を読む時，エホバが謙虚な人を愛し，誇り高くて高慢で傲慢な態度を憎むことに注目しましょう。人から注目されるような割り当てを受けたときには特に，謙虚な気持ちを忘れないようにすることが大切です。

どうすれば真理にしっかり従うことができるか

10. エホバは誰を通してご自分に仕える人たちに導きや指示を与えましたか。


あなたの答え



10 エホバが導く組織からの指示を信頼する。古代イスラエルの時代，エホバはモーセやヨシュアを通して指示を与えました。（ヨシュ 1:16，17）イスラエル人がその2人をエホバ神から権威を与えられた存在として認めていた時，物事はうまくいきました。それからずっと後の時代にクリスチャン会衆が最初に設立された時，12使徒が指示を与えました。（使徒 8:14，15）やがて使徒たちに加えて，エルサレムの他の長老たちもその役割を果たすようになりました。そうした兄弟たちからの導きに従うことで，「会衆は信仰を強められ，日々，人数が増えて」いきました。（使徒 16:4，5）現代でも，エホバが導く組織からの指示に従うなら，物事はうまくいきます。でも責任を委ねられた人たちのことを認めようとしないなら，エホバはどう感じるでしょうか。その点を考えるため，イスラエル人が約束の地に入ろうとしていた時の出来事を振り返ってみましょう。

11. 古代イスラエルで，民を導くよう神から選ばれていたモーセに反逆した人たちはどうなりましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



11 イスラエル人が約束の地に向けて旅をしていた時，主立った人たちが，エホバから役割を与えられていたモーセに反抗するようになりました。そして「[モーセだけでなく]民全体，その全員が聖なる人で，エホバはその中にいるのだ」と言いました。（民 16:1-3）確かにエホバは「民全体」を聖なるものと見ていましたが，ご自分の民を導くようモーセを選んでいました。（民 16:28）反逆した人たちはモーセを批判しましたが，それは実際にはエホバを批判していることになりました。エホバが望んでいることではなく，自分たちが権力や目立った立場をさらに手に入れることばかり考えていました。エホバはその反逆を先導した人たちや，それに同調した大勢の人たちを処罰しました。（民 16:30-35，41，49）今でも，エホバの組織の指示や取り決めに従わない人たちがエホバに認められることはありません。



[image: 大岩の上に立っているモーセとアロンに向かって，怒ったイスラエル人が叫んでこぶしを振っている。]

あなただったら，どちらの側に付いたと思いますか。（11節を参照。）







12. エホバの組織を信頼し続けることができるのはどうしてですか。


あなたの答え



12 私たちはエホバの組織を信頼し続けることができます。特定の聖書の理解やさまざまな活動に調整が必要となったとき，統治体は進んで調整を加えます。（格 4:18）そうするのは，何よりもエホバに喜ばれることをしたいと思っているからです。そして，エホバに仕える人たちが大切にしている「型」ともいえる神の言葉に基づいて決定できるように最善を尽くしています。

13. 「健全な言葉の型」とは何ですか。それをどう見るべきですか。


あなたの答え



13 「健全な言葉の型に絶えず従[う]」。（テモ二 1:13）「健全な言葉の型」とは，聖書に収められているクリスチャンの教えを指しています。（ヨハ 17:17）それは私たちの信仰の土台となっています。エホバの組織は，この型にしっかり付いて離れないようにと教えています。そうする限り私たちは守られます。

14. あるクリスチャンたちは「健全な言葉の型」からどのように離れてしまいましたか。


あなたの答え



14 「健全な言葉の型」から離れると，どうなってしまうでしょうか。1世紀に起きたことを考えてみましょう。当時，エホバの日がすでに来ているといううわさが，一部のクリスチャンの間で広まっていたようです。そうしたことが書かれた手紙があったのかもしれず，それをパウロが書いたものだと考える人がいたのかもしれません。テサロニケのクリスチャンの中には，その事実を確認しないままうわさを信じて，ほかの人に広めた人たちまでいました。もしパウロと一緒にいた時に教えてもらったことを覚えていたなら，そうしたうわさにはだまされなかったはずです。パウロは，聞いたことを何でも信じたりしないようにと助言を与えました。（テサ二 2:1-5）そして，兄弟たちにとってその後の助けになるように，「テサロニケのクリスチャンへの第二の手紙」の結びにこう書きました。「私パウロのあいさつを自分の手でここに記します。どの手紙も，この筆跡で私からのものだと分かります」。（テサ二 3:17）

15. もっともらしく思える間違った情報にだまされないために，どんなことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 テサロニケのクリスチャンへのパウロの言葉からどんなことを学べるでしょうか。動揺させられるようなうわさや聖書の教えに沿わないことを聞いたとき，よく考えて判断することが大切です。以前，旧ソ連の兄弟たちの間で，世界本部から来ているように見せ掛けた手紙が出回ったことがありました。その手紙は反対者たちが偽造したもので，兄弟たちに独立した別の組織をつくるよう促す内容でした。それは本物らしく見えましたが，エホバを愛する兄弟たちはだまされませんでした。手紙の内容がそれまで教えられてきたことに沿っていないことに気付いたからです。今でも，真理に反対する人たちは，インターネットやソーシャルメディアを使って私たちを混乱させ，分裂させようとすることがあります。それで，「すぐに動揺して分別を失ったり」しないようにしましょう。見聞きすることがこれまで学んだ真理に沿っているかを考えるなら，自分を守ることができます。（テサ二 2:2。ヨハ一 4:1）



[image: 1. 数十年前の場面。兄弟が家に集まっている兄弟たちに，「ものみの塔」のレターヘッドの付いた手紙を見せている。2. 現代の場面。兄弟がくつろいだ場で兄弟姉妹に，エホバの証人に関するネット上の動画を見せている。]

もっともらしく思えても，間違った情報にだまされないでください。（15節を参照。）*







16. ローマ 16章17，18節によると，誰かが真理からそれていく場合，私たちはどうすべきですか。


あなたの答え



16 エホバに揺るぎない愛を示す人たちと一緒にいるようにする。エホバは，私たちが思いを一つにしてご自分を崇拝することを願っています。私たちが一つになるには，真理にしっかり従う必要があります。エホバは，真理からそれて会衆の中に分裂をつくり出す人を「避ける」ようにと警告しています。そうしないなら，私たちも真理から離れてしまいかねないからです。（ローマ 16:17，18を読む。）

17. 真理を見分け，それに固く付くなら，どんな良いことがありますか。


あなたの答え



17 真理を見分け，それに固く付くなら，エホバとの絆を守り，強い信仰を持ち続けることができます。（エフェ 4:15，16）サタンの間違った教えや情報にだまされることはありません。また，大患難の間もエホバは私たちを守ってくださいます。それで，真理から決して離れないようにしましょう。「そうすれば，平和の神が共にいてくださいます」。（フィリ 4:8，9）



どんなことを学びましたか


	  真理を見分けることが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え





	  エホバを畏れることと謙虚でいることは，真理を見分けてそれに従う上でどのように役立ちますか。


あなたの答え





	  どうすれば真理にしっかり従うことができますか。


あなたの答え












122番の歌 揺らぐことなく勝利を得る



^  写真や挿絵: 何十年か前の旧ソ連の兄弟たちの様子を再現したもの。兄弟たちは世界本部から来たように思える手紙を受け取ったが，それは実際には反対者からのものだった。今でも反対者たちはインターネットを使って，エホバの組織について誤解を与えるような情報を広めることがある。






^ （エフェ 6:14） ですから，しっかり立つため，真理のベルトを腰に巻き，正義の胸当てを着け，



^  （ロマ 10:17） ですから，信仰は聞いた事柄から生じます。キリストについての言葉を聞いて信仰を持つのです。



^  （テモ一 3:15） 私が遅れたとしても，あなたに神の家族の一員としてどのように行動すべきかを知ってもらうためです。その家族は生きている神の会衆であり，真理の柱また支えです。



^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ （ヤコ 5:19） 私の兄弟たち，皆さんの中の誰かが惑わされて真理から離れたものの，別の人に助けられて戻るとします。



^  （ヤコ 5:19） 私の兄弟たち，皆さんの中の誰かが惑わされて真理から離れたものの，別の人に助けられて戻るとします。



^  （エフェ 4:14） ですから，私たちはもう子供であってはならず，波にもまれるかのように翻弄されたり，風に吹かれるかのようにさまざまな教えに振り回されたりしてはなりません。人に欺かれたり，ずる賢いたくらみに乗せられたりしてはならないのです。



^ （エフェ 6:13， 14） それで，神からの武具を全て身に着けなければなりません。そのようにして全ての準備を整えるなら，悪い時代の中で身を守ることができ，しっかり立てます。 14 ですから，しっかり立つため，真理のベルトを腰に巻き，正義の胸当てを着け，



^  （エフェ 6:13， 14） それで，神からの武具を全て身に着けなければなりません。そのようにして全ての準備を整えるなら，悪い時代の中で身を守ることができ，しっかり立てます。 14 ですから，しっかり立つため，真理のベルトを腰に巻き，正義の胸当てを着け，



^  （啓 16:13， 14） さらに見ていると，カエルのように見える3つの汚れた息*が，竜の口と野獣の口と偽預言者の口から出てきた。 14 それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^  （啓 12:9） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。



^  （ロマ 6:17） 神に感謝すべきことに，かつて罪の奴隷だった皆さんは，今では神から与えられた教えの型に心から従順になりました。



^  （ペテ一 1:22） 皆さんは真理に従順であることによって自分を清め，その結果，偽善のない兄弟愛を抱くようになったのですから，心から熱烈に愛し合ってください。



^  （格 2:3-6） さらに，理解力を叫び求め， 識別力を求めて声を上げるなら，  4 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。  6 エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^  （ヘブ 5:14） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。


^  （民 13:27-31） モーセに次のように報告した。「あなたが遣わした土地に入りました。まさしく非常に肥沃な*所でした。これがそこの果物です。 28 でも，そこに住む人々は強く，町は非常に大きく，防備されています。しかも，アナク人も見ました。 29 ネゲブ地方にはアマレク人が住み，山地にはヘト人，エブス人，アモリ人，海辺とヨルダン川沿いにはカナン人が住んでいます」。 30 カレブは，モーセの前にいる民を静めようとして，言った。「すぐに向かっていきましょう。必ずその土地を取得できます。間違いなく征服できるのです」。 31 しかし，一緒に行った人たちは言った。「あの人たちの所に攻めていくなんて無理だ。彼らは私たちより強い」。

直訳，「乳と蜜が流れる」。


^  （民 14:6-9） 土地を偵察しに行った人たちのうちヌンの子ヨシュアとエフネの子カレブは，自分の衣服を引き裂き， 7 イスラエル人の民全員にこう言った。「私たちが偵察のために通った土地は，とても，とても良い土地です。 8 エホバが私たちのことを喜んでくださっているなら，私たちをその土地に連れて入り，その非常に肥沃な土地*を与えてくださるはずです。 9 エホバに反逆してはなりません。その土地の民を恐れてはなりません。彼らを征服できます*。彼らを保護するものはなくなっており，エホバは私たちと共にいます。彼らを恐れないでください」。

直訳，「乳と蜜が流れる地」。
直訳，「彼らは私たちのパンです」。


^  （詩 16:8） 私はエホバを絶えず自分の前に置く。 神が右にいてくださるので，決して動揺する*ことはない。

または，「よろける」。


^  （民 14:10） しかし民は皆，2人を石打ちにすることについて話した。すると，エホバの栄光がイスラエルの民全てに，会見の天幕の上に現れた。



^  （民 14:22， 23） とはいえ，私の栄光と，私がエジプトと荒野で行った奇跡*とを見ながら，これまで10回も私を試し，私の言うことを聞かなかった人は誰も， 23 私が父祖たちに誓った土地を見ることはない。私に不敬な振る舞いをする人は誰もそれを見ない。

直訳，「しるし」。


^  （マタ 11:25） その時，イエスは言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。



^  （使徒 8:30， 31） フィリポは並んで走り，高官が預言者イザヤの書を朗読しているのを聞いて，「読んでいる内容が分かりますか」と言った。 31 高官は，「誰かが教えてくれなければ，どうして分かるでしょうか」と言った。そして，乗って一緒に座るようフィリポに頼んだ。



^  （詩 8:3， 4） あなたが指で造った天を仰ぎ， あなたが並べた月や星を眺めて思う。  4 死にゆく人間が何者なのであなたは心に留めてくださるのか。 人の子が何者なので気に掛けてくださるのか。



^  （ヨシュ 1:16， 17） 彼らはヨシュアに答えた。「あなたが命じた全てのことを行います。あなたが遣わす所へどこへでも行きます。 17 モーセが言った全てのことに従ったように，あなたに従います。ただあなたの神エホバが，モーセと共にいたように，あなたと共にいてくださいますように。



^  （使徒 8:14， 15） エルサレムにいる使徒たちは，サマリアの人々が神の言葉を受け入れたことを聞くと，ペテロとヨハネを遣わした。 15 2人はサマリアに下り，人々が聖なる力を受けるようにと祈った。



^  （使徒 16:4， 5） 一行は幾つもの町を通って，エルサレムにいる使徒や長老たちが下した決定を守るように伝えた。 5 こうして，会衆は信仰を強められ，日々，人数が増えていった。



^  （民 16:1-3） レビの子コハトの子であるイツハルの子コラが，エリアブの子であるダタンとアビラム，およびペレトの子オン，すなわちルベンの子孫と共に立ち上がった。 2 その人たちは，イスラエル人男性250人と共にモーセに対して立ち上がった。民の長で，会衆の選ばれた著名な人たちである。 3 モーセとアロンに逆らって集結し，こう言った。「あなたたちにはもううんざりだ。民全体，その全員が聖なる人で，エホバはその中にいるのだ。それなのに，どうしてエホバの会衆の上に立とうとするのか」。



^  （民 16:28） モーセは言った。「これから分かりますが，エホバが私を遣わしてこの全てを行わせているのであり，それは私の心から出て*いるのではありません。

または，「私が勝手にして」。


^  （民 16:30-35） しかし，エホバが普通でないことを行い，地面が開いて彼らと彼らの全てのものをのみ込み，彼らが生きたまま墓*に下るのであれば，この人たちがエホバに不敬な振る舞いをしたということがはっきり分かります」。 31 モーセがこの全てを話し終えるとすぐ，彼らの足元の地面が裂けた。 32 大地が開いて*，彼らと彼らの家の人たち，コラの側に付いた全ての人，全ての物をのみ込んだ。 33 彼らと彼らの側に付いた全ての人は，生きたまま墓*に下り，大地が彼らを覆った。こうして彼らは会衆から消え去った。 34 周りにいたイスラエル人は皆，彼らの絶叫を聞いて逃げた。「大地が私たちものみ込むかもしれない」と言った。 35 また，エホバのもとから火が出て，香を捧げていた250人を焼き尽くした。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「口を開いて」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （民 16:41） その次の日，イスラエル人の民全体がモーセとアロンに対して不満を口にし始め，「あなたたちはエホバの民を死なせた」と言った。



^  （民 16:49） この神罰で死んだ人は1万4700人で，ほかにコラの件で死んだ人たちがいた。



^  （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。



^  （テモ二 1:13） 私から聞いた健全な*言葉の型*に絶えず従い，キリスト･イエスと結ばれた人として信仰と愛を示しなさい。

または，「有益な」。
または，「輪郭」。


^  （ヨハ 17:17） 真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です。



^  （テサ二 2:1-5） ところで，兄弟たち，私たちの主イエス･キリストの臨在*と，私たちがイエスのもとに集められることに関連して，皆さんにお願いします。 2 神からのものに思える言葉や，口伝えの知らせ，また私たちから送られたかのような手紙により，エホバ*の日が来ているという趣旨のことを聞いたとしても，すぐに動揺して分別を失ったり，慌てたりしないでください。 3 誰にも，どんな方法によっても惑わされないようにしてください。まず背教が生じて，不法の者つまり滅びる者が明らかにされてからでなければ，その日は来ないからです。 4 その者は，神と呼ばれているものや崇拝されているもの全てに逆らい，自分の方が上だと考え，ついには神殿の中に座って人々の前で神のように振る舞います。 5 私が皆さんと一緒にいた時にこういうことを話していたのを，覚えていないでしょうか。

用語集参照。
付録A5参照。


^  （テサ二 3:17） 私パウロのあいさつを自分の手でここに記します。どの手紙も，この筆跡で私からのものだと分かります。



^  （テサ二 2:2） 神からのものに思える言葉や，口伝えの知らせ，また私たちから送られたかのような手紙により，エホバ*の日が来ているという趣旨のことを聞いたとしても，すぐに動揺して分別を失ったり，慌てたりしないでください。

付録A5参照。


^  （ヨハ一 4:1） 愛する皆さん，預言*を何でも信じるのではなく，神からのものかどうかを見極めてください。多くの偽預言者が世の中に現れているからです。

ギリシャ語，プネウマ。用語集の「プネウマ」参照。


^ （ロマ 16:17， 18） 兄弟たち，皆さんに勧めます。分裂を引き起こし，過ちのもと*となる人たちに気を付けてください。皆さんの学んだ教えに逆らう人たちを避けるのです。 18 そのような人たちは，主キリストの奴隷ではなく，自分の欲望の奴隷であり，巧みな言葉やお世辞によって純真な人たちの心をたぶらかします。

または，「信仰の妨げ」。


^  （ロマ 16:17， 18） 兄弟たち，皆さんに勧めます。分裂を引き起こし，過ちのもと*となる人たちに気を付けてください。皆さんの学んだ教えに逆らう人たちを避けるのです。 18 そのような人たちは，主キリストの奴隷ではなく，自分の欲望の奴隷であり，巧みな言葉やお世辞によって純真な人たちの心をたぶらかします。

または，「信仰の妨げ」。


^  （エフェ 4:15， 16） 真理を語り，愛によって，頭であるキリストを目指して全ての点で成長していきましょう。 16 キリストの下に，体全体は，各関節が役割を果たすことにより，見事に組み合わされて協力し合います。各部が正しく機能するとき，体は成長していき，愛によって力づけられ*ます。

または，「建てられ」。


^  （フィリ 4:8， 9） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。 9 皆さんが私から学んだことや受け入れたこと，また見たり聞いたりしたことを，実践してください。そうすれば，平和の神が共にいてくださいます。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。








研究記事29




121番の歌 自制が必要



誘惑に負けないように用心する



「ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい」。マタイ 26:41




ポイント

罪を犯すことだけでなく，それにつながる事柄を避けることの大切さについて学びます。




1-2. （ア）イエスは弟子たちにどんなことに気を付けるように教えましたか。（イ）弟子たちがイエスを見捨てて逃げてしまったのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



「もっとも，心は強く願っていても，肉体は弱いのです」。* （マタ 26:41後半）この言葉から，イエスが私たちの弱さを理解してくれていることが分かります。さらに，自信過剰に気を付けなければいけないということも学べます。弟子たちはこの言葉が語られた夜，イエスを見捨てることは絶対にしないと自信を持って言っていました。（マタ 26:35）そう言ったのは正しいことをしたいと思っていたからでした。でも，恐れを感じると，その決意が簡単に揺らいでしまうということに弟子たちは気付いていませんでした。それでイエスは，「ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい」と言いました。（マタ 26:41前半）

2 残念なことに，弟子たちはずっと見張っていることができませんでした。イエスが捕らえられた時，怖くなって，逃げたいという気持ちに負けました。用心していなかったので，自分たちが決してしないと言っていたことをしてしまいました。イエスのそばにとどまるのではなく，見捨ててしまったのです。（マタ 26:56）



[image: イエスと使徒たちが夜にゲッセマネの庭園にいる。1. イエスが使徒たちに話している。2. 使徒たちが眠っている。3. イエスが捕らえられ，使徒たちが逃げている。]

イエスは弟子たちにずっと見張っていて誘惑に負けないようにと教えたが，弟子たちはイエスを見捨ててしまった。（1-2節を参照。）







 3. （ア）エホバから離れないでいるためには自信過剰に気を付ける必要があります。どうしてですか。（イ）この記事ではどんな点を考えますか。


あなたの答え



3 私たちも自信過剰に気を付ける必要があります。もちろん私たちはエホバから決して離れないことを決意しています。それでも弱さがあり，誘惑に負けやすい傾向があります。（ロマ 5:12; 7:21-23）それで，注意していないと，間違った行いを魅力的に感じてしまうことがあるかもしれません。エホバとイエスから離れないでいるためには，罪を犯さないよう用心しているようにというイエスの教えにしっかり従う必要があります。この記事では，そうする上で役立つ点を3つ考えます。どんな分野で特に用心する必要があるでしょうか。どうすれば誘惑から自分の身を守れますか。いつも用心しているために何ができるでしょうか。

どんな分野で用心するか

4-5. 重大でないと思える罪にも用心する必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え



4 重大でないと思える罪であっても，それによってエホバとの関係が弱まることがあります。また，より大きな罪を犯すことにつながるかもしれません。

5 誰でも，良くないことをしたいという気持ちになってしまうことがあります。でも，人によって弱いところは違います。重大な罪を犯したり，汚れた行いに関わったり，この世の中の考え方にとらわれたりしないよう，それぞれが弱さと闘っています。例えば，性的不道徳の誘惑に負けないように努力している人がいます。また，マスターベーションをすることやポルノを見ることなど，汚れた行いに強く引かれる人もいます。ほかにも，人を恐れたり，自分のことを誇ったり，すぐかっとなったりしないよう闘っている人もいます。ヤコブが言っているように，「人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされることにより，試されるのです」。（ヤコ 1:14）

 6. どんなことと正直に向き合う必要がありますか。


あなたの答え



6 あなたはどんなことが自分にとって一番誘惑となるかを知っていますか。自分の弱さを認めようとしなかったり，自分が悪いことをするはずはないと考えたりするのは危険です。それは自分を欺いていることになります。（ヨハ一 1:8）パウロは，「クリスチャンとして十分に資格がある」人でも用心していないなら誘惑に負けてしまうことがあると言いました。（ガラ 6:1）私たちは自分を正直に見つめて弱い分野を認める必要があります。（コリ二 13:5）

 7. 私たちはどんな分野に特に注意を払う必要がありますか。


あなたの答え



7 自分にとって一番誘惑になりやすい分野を見分けることができたら，どうしますか。守りを固めましょう。聖書時代，都市の城壁の中で最も弱い所は門でした。それで，門はほかのどこよりも防備がしっかりと固められていました。同じように，自分の特に弱いと思える分野については，いっそう注意を払う必要があります。（コリ一 9:27）

どうすれば誘惑から自分を守れるか

8-9. 格言 7章に出てくる若者は，どうすれば重大な罪を犯さずに済みましたか。（格言 7:8，9，13，14，21）


あなたの答え



8 どうすれば誘惑から自分を守れるでしょうか。格言 7章に出てくる若者の例から学びましょう。その若者は不道徳な女性と性的不道徳を犯しました。22節には「突然」その女性に付いていったとあります。でも，前の部分を見ると，若者が幾つかの段階を踏んで徐々に罪に近づいていったことが分かります。

9 どんなことが罪を犯すことにつながっていったでしょうか。まず，若者は晩に「[不道徳な]女性の家への曲がり角の近くを通り」ました。そして，その女性の家の方に進んでいきます。（格言 7:8，9を読む。）さらに，女性を見てもそこから立ち去りませんでした。若者は彼女の口づけを受け入れ，女性が共食の犠牲を捧げたことについて話すのをじっと聞きました。女性はその若者に，自分が悪い人ではないと思わせようとしていたのかもしれません。（格言 7:13，14，21を読む。）もしこの若者が罪へとつながりかねない危険を避けていたなら，誘惑に負けて罪を犯すことはなかったでしょう。

10. 私たちもどのように「格言の書」の若者のような失敗をするかもしれませんか。


あなたの答え



10 ソロモンが書いたことは，エホバを崇拝している人の誰にでも起き得ることです。重大な罪に陥った人は後になって，何もかも「突然」に起きたとか，そんなことが起きるとは思っていなかったと言うかもしれません。でも，実際に何が起きたかを振り返ってみれば，幾つかの賢明でない行動が重大な罪につながったということに気付くでしょう。もしかすると，良くない友達と付き合っていたのかもしれません。また，自由な時間に楽しむものや遊びに行く場所がクリスチャンにふさわしくないものだったのかもしれません。オンラインの場合でも同じような危険があります。ほかにも，祈ることや聖書を読むこと，集会に出席すること，宣教に参加することをやめてしまっていたのかもしれません。「格言の書」に書かれている若者と同じように，その人が罪を犯したのは結局のところ，「突然」というわけではなかったのかもしれません。

11. 罪を犯さないようにするため，何を避ける必要がありますか。


あなたの答え



11 どんなことを学べるでしょうか。罪を犯すことだけでなく，それにつながる行動も避ける必要があります。ソロモンも，若者と不道徳な女性についての話の直後に，「彼女が通る道にさまよっていってはならない」と書いています。（格 7:25）また，「彼女から遠く離れていよ。彼女の家の入り口に近づいてはならない」とも書きました。（格 5:3，8）罪を犯さないよう自分を守るために，罪につながる状況から遠く離れているようにしましょう。* 他のクリスチャンにとって問題にならないような状況や活動であっても，自分にとって誘惑となることが分かっているなら，それを避ける必要があるかもしれません。（マタ 5:29，30）

12. ヨブはどんなことを決意していましたか。それは誘惑から自分を守る上でどのように助けになりましたか。（ヨブ 31:1）


あなたの答え



12 罪を犯すことにつながるような状況を避けるためには，固く決意する必要があります。ヨブはまさにそうしました。ヨブは女性をみだらな目で見たりしないように，「自分の目と契約を結」びました。（ヨブ 31:1を読む。）そのような強い決意を持っていたので，姦淫を犯す危険から遠く離れていることができました。私たちも誘惑につながる可能性のあるどんなことも避けるよう決意しましょう。

13. どんなことを考えるかに注意を払う必要があるのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 私たちはどんなことを考えるかにも注意を払う必要があります。（出 20:17）良くない空想にふけっても，実際に行動に移さなければ問題ないと考える人もいます。でもそれは間違っています。良くないことについて考え続けるなら，そうしたいという気持ちが強くなっていきます。ある意味，闘わなければならない誘惑を自分でつくり出して，自分で自分の首を絞めているようなものです。もちろん，良くない考えが心に浮かぶことは誰にでもあります。重要なのは，そのようなことを考えるのをすぐにやめて，良いことを考えるよう頭を切り替えることです。そうするなら，良くない考えが強い欲望となって手に負えなくなることや，結果として重大な罪を犯してしまうことを避けられます。（フィリ 4:8。コロ 3:2。ヤコ 1:13-15）



[image: 1. 兄弟が夜にテレビを見ている。2. 兄弟が同僚の女性を横目で見ている。3. 兄弟とその女性がバーで一緒にお酒を飲んでいる。]

誘惑につながりかねないことは，何であっても避ける必要がある。（13節を参照。）







14. 誘惑に負けないよう自分を守るために，ほかにどんなことができますか。


あなたの答え



14 誘惑に負けないよう自分を守るために，ほかにどんなことができるでしょうか。エホバのおきてを守ることは必ず自分のためになる，という強い確信を持つことが大切です。自分の考えや願いを神が良いと思っていることに合わせるのは大変なときもあります。でもそうするなら，心の穏やかさを味わうことができ，努力して良かったと思うことでしょう。

15. 正しいことをしたいという気持ちを強めることは，誘惑に抵抗する上でどのように助けになりますか。


あなたの答え



15 正しいことをしたいという気持ちを強めることも大切です。「悪を憎み，善を愛」するようになるなら，正しいことをし，罪につながるような状況を避ける決意が強まります。（アモ 5:15）正しいことをしたいという気持ちがあるなら，誘惑を予期したり避けたりできなかった場合でも，ぶれないでいる助けになります。

16. クリスチャンの活動を行うことは，誘惑に負けないようにする上でどのように役立ちますか。（写真も参照。）


あなたの答え



16 どうすれば正しいことをしたいという気持ちを強めることができるでしょうか。クリスチャンの活動にできる限り打ち込むことです。集会や宣教に参加している時には，悪いことをしたいという誘惑は感じにくくなり，エホバに喜んでもらいたいという気持ちが強くなります。（マタ 28:19，20。ヘブ 10:24，25）神の言葉を読み，研究し，じっくり思い巡らすなら，善いことを愛し，悪いことを憎む気持ちを強めることができます。（ヨシュ 1:8。詩 1:2，3; 119:97，101）イエスが弟子たちに「絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい」と言ったことを思い出してください。（マタ 26:41）天のお父さんに祈って一緒に時間を過ごすなら，エホバの助けを実感することができ，エホバに喜んでもらいたいという決意がいっそう強まります。（ヤコ 4:8）



[image: ]

クリスチャンとしての良い習慣は誘惑を退ける助けになる。（16節を参照。）*







いつも用心している

17. ペテロにはなかなか克服できないどんな弱さがありましたか。


あなたの答え



17 私たちが持っている弱さの中には，完全に克服できるものもあるかもしれません。一方で，闘い続けなければいけないものもあるでしょう。ペテロの場合もそうでした。ペテロは人を恐れてしまい，イエスを3度否定しました。（マタ 26:69-75）サンヘドリンの前で大胆に語った時には恐れを克服したかに思えました。（使徒 5:27-29）でも，後に「割礼を受けた人たちを恐れ」て，異国人のクリスチャンと一緒に食事をするのをやめてしまったことがありました。（ガラ 2:11，12）人を恐れる気持ちにまた負けてしまいました。もしかすると，人への恐れを完全に克服することはできなかったのかもしれません。

18. 弱さと闘う時，どんなことを覚えておくべきですか。


あなたの答え



18 私たちも同じようなことを経験するかもしれません。自分では克服できたと思っていた弱さとまた闘わなければならなくなるかもしれません。ある兄弟はこう言っています。「10年間ポルノを見なかったので，もう大丈夫だと思っていました。でも，ふとした時にポルノを見たいという衝動に駆られることがあるので，油断できません」。兄弟は諦めませんでした。この悪い習慣と毎日闘う必要があり，もしかするとそれはこの体制が終わるまでずっと続くかもしれないということを理解するようになりました。妻や会衆の長老たちの助けもあり，兄弟はポルノから離れているために対策をさらに強化することができました。

19. 根深い弱さと闘い続けるために何ができますか。


あなたの答え



19 根深い弱さに負けて間違ったことをしないようにするには，どうしたらいいでしょうか。「ずっと見張って……いなさい」というイエスの言葉通りにする必要があります。自分は大丈夫と思うような時でも引き続き誘惑につながりかねない状況を避けることは大切です。（コリ一 10:12）これまで自分の良くない習慣と闘うために役立ってきたことを行い続けましょう。格言 28章14節にある通り，「いつも用心している人は幸福」です。（ペテ二 3:14）

いつも用心していることには大きな価値がある

20-21. （ア）いつも用心していることには大きな価値があるといえるのはどうしてですか。（イ）私たちができることを一生懸命行うなら，エホバはどんなことをしてくださいますか。（コリント第二 4:7）


あなたの答え



20 確かに，誘惑に負けないようにいつも用心することには努力するだけの価値があります。罪に伴うどんな「つかの間の快楽」も，エホバの基準に沿って生きることから来る幸せとは比べものになりません。（ヘブ 11:25。詩 19:8）私たちはエホバに従って生きることで幸せになるように造られているからです。（創 1:27）そのように努力するなら，晴れ晴れとした気持ちでいることができ，永遠に生きる見込みも持てます。（テモ一 6:12。テモ二 1:3。ユダ 20，21）

21 確かに「肉体は弱い」ものです。でも，私たちには何もできないというわけではありません。エホバはいつでも私たちに必要な力を与えようとしてくださっています。（コリント第二 4:7を読む。）とはいえ，エホバが与えてくださるのは普通を超えた力です。私たちは誘惑に負けないように自分でも毎日努力する必要があります。そのようにして自分にできることを一生懸命行うなら，エホバは私たちの祈りを聞いて，必要な時に必ず普通を超えた力を与えてくださいます。（コリ一 10:13）エホバの助けがあれば，誘惑に負けないように自分をしっかり守ることができるのです。



どんなことを学びましたか


	  どんな分野で誘惑に負けないように用心する必要がありますか。


あなたの答え





	  どうすれば誘惑から自分の身を守れますか。


あなたの答え





	  いつも用心しているべきなのはどうしてですか。


あなたの答え












47番の歌 日ごとにエホバに祈る



^  語句の説明: イエスはマタイ 26章41節で，正しいことをしたいという気持ちを指して「心」という表現を使いました。そして，「肉体」という表現を使って，人間は罪深くて完璧ではないので，悪いことを考えたり行ったりすることがある，ということを強調しました。それで，正しいことをしたいと強く願っていても，注意していないと誘惑に負けて良くないことをしてしまうことがあります。


^  重大な罪を犯してしまったなら，「いつまでも幸せに暮らせます」の本のレッスン57ポイント1-3や，「ものみの塔」2020年11月号にある「将来を真っすぐ見つめましょう」という記事の27-29ページ12-17節を読むと役立つ情報が得られます。




^  写真や挿絵: 兄弟が朝にその日の聖句を読み，お昼休みに聖書を読み，晩に週日の集会に出席している。






^ （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^  （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^  （マタ 26:35） ペテロは言った。「たとえ一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの弟子も皆，同じことを言った。



^  （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^  （マタ 26:56） しかし，この全ては，預言者たちの記したこと*が実現するために起きたのです」。その時，弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。

または，「聖句」。


^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （ロマ 7:21-23） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。

または，「内面の人としては」。


^  （ヤコ 1:14） 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。


^  （ヨハ一 1:8） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。



^  （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^  （コリ二 13:5） 自分がクリスチャンの信条の通りに生きているかどうか，いつも確かめてください。自分がどんな人かをいつも調べてください。皆さんは，イエス･キリストと結ばれていることが分かっていないのですか。もちろん，皆さんが退けられていなければのことですが。



^  （コリ一 9:27） 自分の体を打ちたたき*，奴隷にして従わせます。人々に伝道しておきながら，私自身が何かのことで退けられない*ためです。

または，「処罰し」，「厳しく訓練し」。
または，「失格にならない」。


^ （格 7:1-27） わが子よ，私の言葉を守り， 私のおきてを大切にせよ*。  2 私のおきてを守って，生きよ。 私の教え*をあなたの目の瞳のように守れ。  3 それを指に結び， 心に書き記せ。  4 知恵に「あなたは私の姉妹だ」と言い， 理解を「私の親族」と呼べ。  5 それらが，いかがわしい*女性から， 不道徳な*女性と彼女の甘い*言葉から，あなたを守るためである。  6 私は自分の家の窓から， 格子越しに見下ろした。  7 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。  8 その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。  9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。 10 すると，娼婦のような服装をした女性が ずる賢い心で彼に会う。 11 彼女は騒がしくて，ふてぶてしく， 家にいることがない。 12 外に出たかと思うと，広場に行き， あちこちの角で待ち伏せする。 13 その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。 15 それで，あなたに会うため，あなたを探すために出てきました。 やっと会えました。 16 ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。 18 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。 21 その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。 22 突然，彼はその女性に付いていく。ほふられ*に行く雄牛のように。 足かせ台に行って*罰せられる愚かな人のように。 23 ついには矢が彼の肝臓を刺し通す。 わなに飛び込む鳥のように，自分が命を失うことになるのを知らない。 24 だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私が話す言葉に注意を払いなさい。 25 あなたの心がその女性の道へそれていかないようにしなさい。 彼女が通る道にさまよっていってはならない。 26 彼女によって多くの人が命を落とした。 彼女が殺した人は数知れない。 27 彼女の家は墓*に通じており， 死の奥の部屋へと下っていく。

または，「蓄えよ」。
または，「律法」。
直訳，「よその」。格 2:16参照。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
または，「誘惑の」。
または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「殺され」。
または，「足かせを掛けられて」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （格 7:8， 9） その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。  9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。



^ （格 7:13， 14） その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。



^ （格 7:21） その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。



^  （格 7:1-27） わが子よ，私の言葉を守り， 私のおきてを大切にせよ*。  2 私のおきてを守って，生きよ。 私の教え*をあなたの目の瞳のように守れ。  3 それを指に結び， 心に書き記せ。  4 知恵に「あなたは私の姉妹だ」と言い， 理解を「私の親族」と呼べ。  5 それらが，いかがわしい*女性から， 不道徳な*女性と彼女の甘い*言葉から，あなたを守るためである。  6 私は自分の家の窓から， 格子越しに見下ろした。  7 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。  8 その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。  9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。 10 すると，娼婦のような服装をした女性が ずる賢い心で彼に会う。 11 彼女は騒がしくて，ふてぶてしく， 家にいることがない。 12 外に出たかと思うと，広場に行き， あちこちの角で待ち伏せする。 13 その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。 15 それで，あなたに会うため，あなたを探すために出てきました。 やっと会えました。 16 ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。 18 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。 21 その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。 22 突然，彼はその女性に付いていく。ほふられ*に行く雄牛のように。 足かせ台に行って*罰せられる愚かな人のように。 23 ついには矢が彼の肝臓を刺し通す。 わなに飛び込む鳥のように，自分が命を失うことになるのを知らない。 24 だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私が話す言葉に注意を払いなさい。 25 あなたの心がその女性の道へそれていかないようにしなさい。 彼女が通る道にさまよっていってはならない。 26 彼女によって多くの人が命を落とした。 彼女が殺した人は数知れない。 27 彼女の家は墓*に通じており， 死の奥の部屋へと下っていく。

または，「蓄えよ」。
または，「律法」。
直訳，「よその」。格 2:16参照。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
または，「誘惑の」。
または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「殺され」。
または，「足かせを掛けられて」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （格 7:22） 突然，彼はその女性に付いていく。ほふられ*に行く雄牛のように。 足かせ台に行って*罰せられる愚かな人のように。

または，「殺され」。
または，「足かせを掛けられて」。


^  （格 7:8， 9） その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。  9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。



^  （格 7:13， 14） その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。



^  （格 7:21） その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。



^  （格 7:25） あなたの心がその女性の道へそれていかないようにしなさい。 彼女が通る道にさまよっていってはならない。



^  （格 5:3） いかがわしい*女性の唇は蜜を滴らせ， 彼女の口は油より滑らかである。

直訳，「よその」。格 2:16参照。


^  （格 5:8） 彼女から遠く離れていよ。 彼女の家の入り口に近づいてはならない。



^  （マタ 5:29， 30） そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 30 また，もし右手があなたに罪を犯させているなら，切り離して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身がゲヘナに落ちるよりは，よいのです。



^ （ヨブ 31:1） 私は自分の目と契約を結んだ。 だから若い女性に対して不適切な関心を向けることなどできない。



^  （ヨブ 31:1） 私は自分の目と契約を結んだ。 だから若い女性に対して不適切な関心を向けることなどできない。



^  （出 20:17） 仲間の家を欲しいと思ってはならない。仲間の妻や，男奴隷，女奴隷，牛，ロバなど，仲間のどんなものも欲しいと思ってはならない」。



^  （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^  （コロ 3:2） 地上の事柄ではなく，天の事柄について考え続けましょう。



^  （ヤコ 1:13-15） 試練に遭う時，「神から試されている」と言ってはなりません。悪い事柄によって神が試されることはなく，誰かを試すこともないからです。 14 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。 15 欲望は膨れ上がった*時に罪を生みます。そして，罪は犯された時に死をもたらします。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。
直訳，「身ごもった」。


^  （アモ 5:15） 悪を憎み，善を愛せ。 町の門で公正な裁きが行われるようにせよ。 大軍を率いる神エホバは，ヨセフの残っている人たちに憐れみを掛けるかもしれない』。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （ヨシュ 1:8） この律法の書について語るのをやめて*はいけない。あなたはそれを昼も夜も小声で読ま*なければいけない。そこに記されている全てのことを注意深く守るためである。そうすればあなた*は成功し，賢く行動できる。

直訳，「書が口から離れて」。
または，「思い巡らさ」。
直訳，「あなたの道」。


^  （詩 1:2， 3） その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^  （詩 119:97） 私はあなたの律法を愛してやまない！ 一日中じっくり考える*。

または，「学ぶ」。


^  （詩 119:101） 悪い道は一切歩まない。 あなたの言葉を守るために。



^  （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （マタ 26:69-75） さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。 70 しかしペテロは皆の前でそれを否定し，「何のことを話しているのか，分からない」と言った。 71 ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。 74 その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。 75 ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。



^  （使徒 5:27-29） こうして使徒たちは連れてこられ，サンヘドリンの前に立たされた。大祭司が質問して， 28 言った。「もうあの名によって教えてはならないときっぱり命じたのに，あなたたちはエルサレム中で教えを広め，あの男が死んだ責任を私たちに負わせようとしている」。 29 ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^  （ガラ 2:11， 12） さて，ケファ*がアンティオキアに来た時，明らかに間違ったことをしたので，私は面と向かって指摘しました。 12 ケファ*は，ヤコブの所からある人たちが来るまでは異国の人々と一緒に食事をしていたのに，彼らが来ると，そうするのをやめて離れていきました。割礼を受けた人たちを恐れたからです。

ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。


^  （コリ一 10:12） それで，立っていると思う人は，倒れることがないように気を付けてください。



^  （格 28:14） いつも用心して*いる人は幸福だ。 心を固くする人は災いに陥る。

または，「畏れて」。


^  （ペテ二 3:14） それで，愛する皆さん，これらのものを待ち望んでいるのですから，最終的に汚点も傷もない平和な人と神に認めていただけるよう，最善を尽くしてください。



^ （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^  （ヘブ 11:25） 罪のつかの間の快楽にふけるよりも神の民と共に虐待されることを選びました。



^  （詩 19:8） エホバの命令は正しく，心に喜びが生まれる。 エホバのおきては清く，目が開かれる。



^  （創 1:27） それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^  （テモ一 6:12） 信仰の戦いを立派に戦い，永遠の命をしっかり捉えなさい。あなたはその命のために招かれ，その命について多くの証人の前で立派に証言しました。



^  （テモ二 1:3） 私は神に感謝しており，良心にやましいところなく，父祖たちがしたように神に神聖な奉仕をしています。昼も夜も捧げる祈願の中であなたを思い起こさないことはありません。



^  （ユダ 20， 21） しかし，愛する皆さんは，極めて聖なる信仰によって自分を力づけ，神の聖なる力*に導かれつつ祈ってください。 21 私たちの主イエス･キリストの憐れみによる永遠の命を待ちながら，神に愛され続けるためです。

用語集参照。


^  （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^  （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^ （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。








研究記事30




36番の歌 心を守る



イスラエルの王たちから学べること



「あなたたちは再び，正しい人と悪い人，神に仕える人と仕えない人の違いを目にすることになる」。マラキ 3:18




ポイント

エホバがイスラエルの王たちのどんなところに注目していたかを学ぶと，エホバが今ご自分に仕える人たちに何を望んでいるかが分かります。




1-2. イスラエルの王たちについて聖書にはどんなことが書かれていますか。


あなたの答え



聖書にはイスラエルを治めた王が40人以上出てきます。* そうした王たちが行ったことについてもありのままに記録されています。例えば，良い王でも良くないことをしたことがありました。ダビデ王がそうでした。エホバは，「私に仕えたダビデ[は]私から見て正しいことだけを行って，心を尽くして私に従った」と言いました。（王一 14:8）でも，ダビデは既婚の女性と性的不道徳を犯し，女性の夫を戦いで死なせるように仕向けたことがありました。（サム二 11:4，14，15）

2 一方，エホバに忠実でなかった王たちも良いことをしたことがありました。例えばレハベアムは，エホバの目から見て「悪いことを行」いました。（代二 12:14）でも，王国が分裂して10部族が独立する時に与えられた神からの命令には従いました。また，町の防備を固めて人々のためになることをしました。（王一 12:21-24。代二 11:5-12）

 3. どんな疑問が湧きますか。この記事ではどんな点を考えますか。


あなたの答え



3 ここで次のような疑問が湧きます。とても大切な点です。エホバは，良いことも悪いこともしたイスラエルの王がご自分に忠実かどうかをどんな基準で判断したのでしょうか。その答えを知るなら，エホバが私たちにどんなことを望んでいるかを理解する助けになります。この記事では，エホバがイスラエルの王たちのどんな点に注目していたかを考えます。心の全てがエホバに向いていたか，罪を心から悔い改めていたか，真の崇拝をしっかり支持していたかという3つの点です。

心の全てがエホバに向いていたか

 4. エホバに忠実に仕えた王とそうしなかった王にはどんな違いがありましたか。


あなたの答え



4 心を尽くしてエホバを崇拝した王たちはエホバに喜ばれました。* 良い王だったエホシャファトは「心を尽くしてエホバに仕え」ました。（代二 22:9）また，ヨシヤについては聖書にこうあります。「ヨシヤのように……心を尽くし[て]エホバのもとに戻ろうとした王は後にも先にもいなかった」。（王二 23:25）ソロモンについてはどうでしょうか。後に悪いことをするようになった「ソロモンの心は……全てがエホバ神に向いているわけでは」ありませんでした。（王一 11:4）忠実でなかった王アビヤムについても，「彼の心は……全てがエホバ神に向いているわけではなかった」と書かれています。（王一 15:3）

 5. 心を尽くしてエホバに仕えるとはどういう意味ですか。


あなたの答え



5 では，エホバに心を尽くして仕えるとはどういう意味でしょうか。心を尽くして仕える人は，形だけの崇拝で済ませるようなことはしません。エホバを深く敬って愛する気持ちからエホバに仕えます。そして生きている限りそうします。

 6. どうすれば心を尽くしてエホバを愛することができますか。（格言 4:23。マタイ 5:29，30）


あなたの答え



6 どうすれば，エホバに忠実に仕えた王たちのように心を尽くしてエホバを愛することができるでしょうか。悪い影響を与えるものを避けることが必要です。例えば，息抜きをする時に不健全なものを見たり聞いたりするなら，心がエホバからそらされることがあります。良くない交友や，お金や物を愛する考え方にも注意が必要です。何かのせいでエホバへの愛が少しでも弱まっていることに気付いたなら，その影響を取り除くためにすぐに行動しましょう。（格言 4:23，マタイ 5:29，30を読む。）

 7. 悪い影響を避けることが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



7 心がほかのものに傾いてしまうことがないようにしましょう。気を付けていないと，クリスチャンの活動をたくさん行っていれば悪い影響を受けることはない，と考えるようになってしまうかもしれません。こんな場面をイメージしてみてください。とても寒くて風の強い日に外にいたとします。家に帰るとすぐに暖房をつけます。でも，ドアを開けたままにしておくならどうでしょうか。冷たい空気が入ってきて，家の中は暖まりません。同じように，聖書の教えを学ぶだけではエホバとの温かい関係を保つことはできません。世の中には，冷たい「空気」のような，神を敬わない態度が広まっています。それで，良くない影響が入り込んで心がエホバからそれてしまうことがないように，いわばドアを閉める必要があります。（エフェ 2:2）

罪を心から悔い改めていたか

8-9. ダビデとヒゼキヤは戒めを受けた時にどのように反応しましたか。（挿絵を参照。）


あなたの答え



8 先ほど考えたように，ダビデ王は重大な罪を犯しました。でも預言者ナタンからその罪について指摘された時，謙遜に悔い改めました。（サム二 12:13）詩編 51編の表現を見ると，心から悔い改めていたことが分かります。ナタンの目をごまかしたり罰を免れたりするために，反省したふりをしていたわけではありませんでした。（詩 51:3，4，17，表題）

9 ヒゼキヤもエホバに対して罪を犯しました。聖書にはこう記録されています。「ヒゼキヤは心が傲慢になり，……神は彼とユダとエルサレムに対して憤った」。（代二 32:25）ヒゼキヤの心が高慢になったのはどうしてでしょうか。もしかすると，たくさんお金や物を持っていることや，アッシリア軍に勝利したことや，病気から奇跡的に癒やされたことで優越感を持つようになってしまったのかもしれません。ヒゼキヤ王がバビロニア人に富を見せびらかしたのも，誇りの気持ちが原因だったのかもしれません。結果として預言者イザヤから戒めを受けることになりました。（王二 20:12-18）でも，ダビデと同じようにヒゼキヤは謙遜に悔い改めました。（代二 32:26）最終的には，エホバから見て「正しいことを行い続けた」忠実な王として記録されています。（王二 18:3）



[image: 1. ナタンの話を聞いて，後悔して天を見上げているダビデ。2. イザヤの話を聞いて，悲しんで頭に手を当てているヒゼキヤ。]

ダビデ王とヒゼキヤ王が，罪を指摘されて謙遜に悔い改めている。（8-9節を参照。）







10. アマジヤ王は正された時にどう反応しましたか。


あなたの答え



10 対照的に，ユダのアマジヤ王は正しいことを行いましたが，「心を尽くしてはい」ませんでした。（代二 25:2）どんなことをしてしまったのでしょうか。アマジヤはエホバの助けによってエドム人を打ち負かした後，エドムの神々にひれ伏しました。* そのことをエホバの預言者に指摘されましたが，全く耳を貸さずに追い払ってしまいました。（代二 25:14-16）

11. コリント第二 7章9，11節によると，エホバから許してもらうためには何をする必要がありますか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 どんなことを学べるでしょうか。私たちは罪を心から悔い改め，同じことを繰り返さないようできる限りのことをする必要があります。もし，ささいに思えるような点について会衆の長老たちから助言を受けたならどうでしょうか。自分はエホバから愛されていないとか，長老たちから嫌われているとは考えないでください。イスラエルの良い王たちであっても，助言や戒めを受けることがありました。（ヘブ 12:6）間違いを正された時，（1）謙遜に受け入れ，（2）必要な調整を行い，（3）心を込めてエホバへの奉仕を続けてください。犯した罪を反省して悔い改めるなら，エホバは私たちのことを許してくださいます。（コリント第二 7:9，11を読む。）



[image: 1. 若い長老が兄弟と話している。兄弟はお酒のボトルとお酒の少し入ったグラスを見ている。2. 兄弟は聖書と「いつまでも幸せに暮らせます」の本のレッスン43を調べている。3. 若い長老と兄弟が家から家の伝道を一緒にしている。]

間違いを正された時，（1）謙遜に受け入れ，（2）必要な調整を行い，（3）心を込めてエホバへの奉仕を続けることは大切。（11節を参照。）*







真の崇拝をしっかり支持していたか

12. 忠実な王たちはどんな点で際立っていましたか。


あなたの答え



12 エホバは真の崇拝をしっかり支持した王たちを忠実な人と見ました。そうした王たちは，国民にも同じように真の崇拝を支持するよう促しました。もちろんこれまで考えた通り欠点もありましたが，エホバだけに心を向けていました。さらに，国から偶像崇拝を除き去るために懸命に闘いました。*

13. エホバがアハブ王を忠実でないと見なしたのはどうしてですか。


あなたの答え



13 エホバから忠実でないと見なされた王たちについてはどうでしょうか。もちろん，その王たちの行ったこと全てが悪かったわけではありません。例えば邪悪な王アハブでさえ，いくらか謙遜になり，ナボテの殺害に関わったことを後悔しました。（王一 21:27-29）また，幾つかの町を築き，イスラエルのために戦って勝利しました。（王一 20:21，29; 22:39）でもアハブは，よく知られている通り，妻の影響を受けて間違った崇拝を広めました。この点についてアハブが悔い改めることはありませんでした。（王一 21:25，26）

14. （ア）エホバがレハベアムを忠実でない王と見たのはどうしてですか。（イ）忠実でない王たちの統治にはどんな特徴がありましたか。


あなたの答え



14 忠実でなかったレハベアム王のことも考えてみましょう。この記事で初めに触れた通り，レハベアムは統治期間中いろいろと良いことをしました。でも，王権が揺るがないものになると間違った崇拝を行うようになり，エホバの律法を捨てました。（代二 12:1）その後，真の崇拝を行うことも間違った崇拝を行うこともあり，どっち付かずの態度を取りました。（王一 14:21-24）真の崇拝からそれた王はレハベアムやアハブだけではありません。実際，忠実でなかった王たちの大多数が何らかの仕方で間違った崇拝を支持しました。確かに，良い王か悪い王かをエホバが判断する上で，しっかり真の崇拝を支持したかどうかは大切な要素でした。

15. 真の崇拝をしっかり支持することをエホバが重要と見なしているのはどうしてですか。


あなたの答え



15 崇拝に関係することをエホバがそれほど重要と見なしていたのはどうしてでしょうか。まず，王たちには正しい崇拝を行うよう神の民を導く責任がありました。そして，間違った崇拝は必ず重大な罪や不公正などにつながります。（ホセ 4:1，2）また，イスラエルの王たちも国民もエホバに献身していました。それで，イスラエル国民が間違った崇拝に関わることは，いわば姦淫を犯すようなものでした。（エレ 3:8，9）姦淫をするなら，配偶者を最も深く傷つけることになります。同じように，エホバに献身した人が間違った崇拝に関わるなら，エホバに対して罪を犯すことになり，エホバを本当に深く悲しませてしまいます。* （申 4:23，24）

16. エホバから見て正しい人と悪い人のはっきりした違いは何ですか。


あなたの答え



16 どんなことを学べるでしょうか。私たちは間違った崇拝を避けることを決意していなければなりません。それだけでなく，真の崇拝をしっかり支持し，それに励む必要もあります。預言者マラキは，エホバから見て良い人と悪い人の違いについて，次のようにはっきりと書きました。「あなたたちは再び，正しい人と悪い人，神に仕える人と仕えない人の違いを目にすることになる」。（マラ 3:18）それで，どんな理由であっても神に仕えるのをやめることがないようにしましょう。たとえ，間違いをする不完全な自分に落ち込むとしても，決して諦めないでください。エホバに仕えるのをやめるなら，それは重大な罪になってしまいます。

17. 心を尽くしてエホバに仕えるために，結婚相手を注意深く選ぶ必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え



17 マラキの言葉は，結婚を考えている独身の人が自分にふさわしい相手を選ぶ上でも助けになります。ある人に魅力的なところがあるとしても，エホバに仕えていないなら，今その人はエホバから見て正しい人といえるでしょうか。（コリ二 6:14）結婚した場合，その人はエホバとの絆を強めるよう助けてくれるでしょうか。考えてみてください。ソロモン王の妻たちにも良いところがいくらかあったかもしれません。でも，異教の神を崇拝し，エホバに仕えていなかった妻たちは，徐々にソロモンの心をほかの神々に向けさせました。（王一 11:1，4）

18. 親は子供たちにどんなことを教える必要がありますか。


あなたの答え



18 親の皆さん，聖書に収められている王たちに関する記録を子供と一緒に学び，子供たちが熱い心でエホバを崇拝できるように教えてください。エホバが良い王と見るか悪い王と見るかは，その王が正しい崇拝を推し進めたかどうかに大きく懸かっていたということを理解できるように助けましょう。聖書を学ぶこと，集会や伝道に参加することなど，エホバとの絆を強める活動を何よりも優先させてください。そのようにする大切さを言葉や手本によって教えましょう。（マタ 6:33）そうしないなら，子供たちは「自分がエホバの証人なのは家の宗教だから」と考えるようになるかもしれません。そして，エホバへの崇拝を二の次にしたり全くやめてしまったりすることさえあるかもしれません。

19. エホバに仕えることをやめてしまった場合，エホバとの絆を取り戻すことはできますか。（「あなたもエホバのもとに帰ることができます」の囲みも参照。）


あなたの答え



19 エホバに仕えることをやめてしまった人は，もう二度とエホバとの絆を取り戻すことができないのでしょうか。いいえ。悔い改めてもう一度エホバのもとに帰ることは可能です。でも，そのためには長老たちの助けを謙遜に受け入れなければなりません。（ヤコ 5:14）再びエホバの友になるためにどんな努力を払う必要があるとしても，そうするだけの価値があるということを忘れないでください。

あなたもエホバのもとに帰ることができます


「エホバから見て悪いことを大規模に行っ[た]」マナセの例を考えましょう。マナセは「無実の人の血を大量に流し」，いろいろな心霊術に関わり，自分の子を偽の神々に犠牲として捧げることまでしました。（王二 21:6，16）そして，「エホバが滅ぼし尽くした国々よりも悪いことを」ユダの人々に行わせました。（王二 21:9。代二 33:1-6）でも，捕らえられてバビロンに連れていかれた時，悔い改めました。それまで長い期間にわたって重大な罪を繰り返してきたマナセは，許しを求めてただ一度祈っただけではありませんでした。苦難の中，「謙遜にな」って「祈り続け」ました。その結果どうなったでしょうか。エホバはマナセの祈りを聞いて，「その懇願に心を動かされ」ました。そしてマナセを許し，エルサレムに帰らせ，王位に復帰させました。（代二 33:12，13）

真の崇拝をやめた人が心から誠実に悔い改める時，エホバは今も同じようにしてくださいます。どうしてそう確信できるのでしょうか。イザヤ 55章7節にはこうあります。「悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。私たちの神のもとに帰れ。神は寛大に許してくださる」。それで，ためらわずにエホバのもとに帰ってきてください。できることから少しずつ行っていきましょう。





20. エホバに忠実に仕えた王たちに倣うなら，エホバからどう見てもらえますか。


あなたの答え



20 イスラエルの王たちからどんなことを学べたでしょうか。大切なのは，忠実な王たちのようにエホバだけに心を向けて仕え続けることです。自分の間違いから学び，心から悔い改め，必要な調整をしましょう。これからも，唯一の真の神であるエホバへの崇拝をしっかり支持してください。エホバにしっかり付いて離れないなら，あなたもエホバから見て正しい人になれます。



どうすれば…


	  心を尽くしてエホバに仕え続けることができますか。


あなたの答え





	  罪を心から悔い改めていることを表せますか。


あなたの答え





	  真の崇拝をしっかり支持することができますか。


あなたの答え












45番の歌 心の黙想



^  この記事で「イスラエルの王」という表現は，エホバの民を治めた全ての王を指して使われています。それにはユダの2部族を治めた王も，イスラエルの10部族を治めた王も，12部族全てを治めた王も含まれます。


^  語句の説明: 聖書で「心」という言葉は，人の内面全体を指して使われることがよくあります。それには，願望，考え，気質，態度，素質，動機，目標が含まれています。


^  異教の国の王たちの間では，征服した民の神々を崇拝する習慣があったようです。


^  アサ王は大きな罪を犯しました。（代二 16:7，10）でも，聖書の中では良い王として記録されています。間違いを正された時，最初はそれを退けてしまいましたが，後に悔い改めた可能性があります。アサ王は間違いを犯しましたが，全体的に見ると良いところがたくさんありました。何よりも，アサはエホバだけを崇拝し，王国から偶像崇拝を取り除くために努力しました。（王一 15:11-13。代二 14:2-5）


^  注目できる点として，モーセの律法の最初の2つのおきては，エホバ以外のどんなものも崇拝してはならないという内容でした。（出 20:1-6）




^  写真や挿絵: 若い長老が，兄弟の飲酒の習慣について心配していると伝えている。兄弟は謙遜に助言を受け入れ，必要な調整を行い，忠実に奉仕を続けている。






^ （マラ 3:18） あなたたちは再び，正しい人と悪い人，神に仕える人と仕えない人の違いを目にすることになる」。



^  （王一 14:8） そしてダビデ家から王国を引き裂いて取り上げ，あなたに与えたが，あなたは私に仕えたダビデのようにはならなかった。彼は私のおきてを守り，私から見て正しいことだけを行って，心を尽くして私に従った。



^  （サム二 11:4） ダビデは使者たちにバテ･シバを連れてこさせた。こうして彼女はダビデの所に来て，ダビデは彼女と寝た。（彼女が汚れ*から自分を清めている期間に起きたことだった。）その後，彼女は家に帰った。

月経の汚れのことかもしれない。


^  （サム二 11:14， 15） 朝になると，ダビデはヨアブに手紙を書き，ウリヤに託した。 15 ダビデは手紙にこう書いた。「ウリヤを戦いが最も激しい前線に置きなさい。そして彼を残して退却し，彼が討たれて死ぬようにしなさい」。



^  （代二 12:14） レハベアムは悪いことを行った。エホバの導きを求めることを心に決めていなかったからである。



^  （王一 12:21-24） ソロモンの子レハベアムはエルサレムに着くと，直ちにユダ族全体とベニヤミン族の中から訓練された戦士18万人を集めた。王権を取り戻すため，イスラエルの民と戦おうとしたのである。 22 すると，真の神に仕える人シェマヤに真の神が言った。 23 「ソロモンの子であるユダの王レハベアム，ユダ族全体，ベニヤミン，そのほかの民にこう言いなさい。 24 『エホバはこう言っている。「行ってはならない。あなたたちの兄弟であるイスラエル人と戦ってはならない。おのおの自分の家に帰りなさい。このようなことが起こるようにしたのは私だからである」』」。彼らはエホバの言葉に従い，エホバから言われた通り，家に帰った。



^  （代二 11:5-12） レハベアムはエルサレムに住み，防備された町をユダに築いた。 6 次の町を築いた*のである。ベツレヘム，エタム，テコア， 7 ベト･ツル，ソコ，アドラム， 8 ガト，マレシャ，ジフ， 9 アドライム，ラキシュ，アゼカ， 10 ツォルア，アヤロン，ヘブロン。これらはユダとベニヤミンにある防備された町だった。 11 レハベアムは防備された場所を補強して，そこに指揮官を配置し，食料と油とぶどう酒を供給した。 12 また，各町に大盾と小やりを供給し，町々を大いに強化した。こうして，ユダとベニヤミンはレハベアムのものであり続けた。

または，「の防備を固めた」。


^  （代二 22:9） それからエヒウはアハジヤを捜した。エヒウの部下たちはサマリアに隠れていたアハジヤを捕らえ，エヒウのもとに連れてきた。そうして彼らはアハジヤを殺した。「彼は心を尽くしてエホバに仕えたエホシャファトの孫です」と言い，葬った。アハジヤの家族には王国を治める力を持つ人は一人もいなかった。



^  （王二 23:25） ヨシヤのように，モーセの律法全てに従って，心を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，エホバのもとに戻ろうとした王は後にも先にもいなかった。



^  （王一 11:4） ソロモンが年老いた時に，妻たちはソロモンの心をほかの神々に向けさせた。ソロモンの心は，父ダビデの心とは違い，全てがエホバ神に向いているわけではなかった。



^  （王一 15:3） アビヤムは以前に父が犯したのと同じ罪を犯し，彼の心は父祖ダビデの心とは違い，全てがエホバ神に向いているわけではなかった。



^ （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。


^ （マタ 5:29， 30） そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 30 また，もし右手があなたに罪を犯させているなら，切り離して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身がゲヘナに落ちるよりは，よいのです。



^  （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。


^  （マタ 5:29， 30） そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 30 また，もし右手があなたに罪を犯させているなら，切り離して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身がゲヘナに落ちるよりは，よいのです。



^  （エフェ 2:2） 皆さんは以前，今の世の体制*に従って歩んでいました。人々に影響を及ぼしている空気の支配者に従って歩んでいたのです。その空気つまり精神は，不従順な人たちに行き渡っています。

または，「流れ」。


^  （サム二 12:13） ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。



^  （詩 51:0-19） 指揮者へ。ダビデの歌。ダビデがバテ･シバと関係を持った後，預言者ナタンがダビデのもとに来た時。 51 神よ，あなたの揺るぎない愛に従って親切を示してください。 深い憐れみに従って私の違反を消し去ってください。  2 私の過ちをことごとく洗い去り， 私を罪から清めてください。  3 私は自分の違反をよく知っています。 私の罪はいつも私の前にあります*。  4 あなたに，ほかでもなくあなたに対して*罪を犯しました。 あなたから見て悪いことを行いました。 それで，あなたが話す事は正しく， あなたの裁きはもっともです。  5 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。  6 あなたは内面の真実さを喜びます。 私が心の奥底で真の知恵を理解できるようにしてください。  7 ヒソプで私を罪から清めてください，私が清くなるように。 私を洗ってください，雪よりも白くなるように。  8 喜びと歓喜の音を私に聞かせてください。 打ちのめされた私*が喜べるようにです。  9 私の罪から顔を背け*， 全ての過ちを拭い去ってください。 10 神よ，私の内に清い心をつくってください。 新たな精神，揺らぐことがない精神を持たせてください。 11 あなたの前から私を追い払わないでください。 聖なる力*を私から取り去らないでください。 12 あなたによる救いの喜びを再び味わわせてください。 あなたに進んで従う気持ちを私の内に呼び起こしてください。 13 私は違反を犯す人にあなたの道を教えます。 罪人があなたのもとに帰るために。 14 私を流血の罪から救ってください。神，私の救いの神よ。 私が喜びにあふれてあなたの正しさを知らせるために。 15 エホバ，私の唇を開いてください。 口であなたを賛美するために。 16 あなたは犠牲を望みません。もし望むのなら，私は捧げたでしょう。 あなたは全焼の捧げ物を喜びません。 17 神に喜ばれる犠牲は，悔いる気持ち。 後悔し，打ちのめされた心を，神よ，あなたは退け*ません。 18 憐れみを掛け*，シオンに善いことを行ってください。 エルサレムの城壁を築いてください。 19 その時，あなたは正しく捧げられる犠牲を喜びます。 全焼の犠牲と焼き尽くす捧げ物を喜びます。 その時，あなたの祭壇に雄牛が捧げられます。

または，「頭から離れません」。
直訳，「あなただけに」。
または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。
直訳，「あなたに砕かれた骨」。
または，「隠し」。
用語集参照。
または，「見下げ」。
または，「善意を示し」。


^  （詩 51:3， 4） 私は自分の違反をよく知っています。 私の罪はいつも私の前にあります*。  4 あなたに，ほかでもなくあなたに対して*罪を犯しました。 あなたから見て悪いことを行いました。 それで，あなたが話す事は正しく， あなたの裁きはもっともです。

または，「頭から離れません」。
直訳，「あなただけに」。


^  （詩 51:17） 神に喜ばれる犠牲は，悔いる気持ち。 後悔し，打ちのめされた心を，神よ，あなたは退け*ません。

または，「見下げ」。


^  （詩 51:0） 指揮者へ。ダビデの歌。ダビデがバテ･シバと関係を持った後，預言者ナタンがダビデのもとに来た時。



^  （代二 32:25） しかしヒゼキヤは心が傲慢になり，受けた恩恵に感謝しなかった。そのため，神は彼とユダとエルサレムに対して憤った。



^  （王二 20:12-18） その頃，バビロンの王，バラダンの子ベロダク･バラダンがヒゼキヤに手紙と贈り物を贈った。ヒゼキヤが病気だと聞いていたからだった。 13 ヒゼキヤは使者たちを歓迎し*，宝物庫の中を全部見せた。銀や金も，バルサム油や他の高価な油も，武器も，宝物庫にあった物を残らず見せた。自分の家*の中，全領土の中で，ヒゼキヤが彼らに見せなかった物は一つもなかった。 14 その後，預言者イザヤがヒゼキヤ王の所に入ってきて尋ねた。「あの人たちは何と言いましたか。どこから来たのですか」。ヒゼキヤは，「遠い国，バビロンからやって来ました」と言った。 15 イザヤは尋ねた。「あなたの家*で彼らに何を見せたのですか」。ヒゼキヤは答えた。「私の家*にある物全てを見せました。私の宝物庫の中で見せなかった物は一つもありません」。 16 イザヤはヒゼキヤに言った。「エホバの言葉を聞きなさい。 17 エホバはこう言っています。『あなたの家*にある物全て，あなたの父祖たちがこれまで蓄えてきた物全てが，残らずバビロンに持っていかれる日が来る。 18 生まれてくるあなたの子孫の中には，連れていかれてバビロンの王の宮殿で廷臣にされる者もいる』」。

または，「の言葉に耳を傾け」。
または，「宮殿」。
または，「宮殿」。
または，「宮殿」。
または，「宮殿」。


^  （代二 32:26） とはいえ，ヒゼキヤは心の傲慢さを改めて謙遜になり，エルサレムの住民もそうしたので，ヒゼキヤの時代中，エホバの憤りは生じなかった。



^  （王二 18:3） ヒゼキヤは父祖ダビデと同じように，エホバから見て正しいことを行い続けた。



^  （代二 25:2） アマジヤは，心を尽くしてはいなかったものの，エホバから見て正しいことを行い続けた。



^  （代二 25:14-16） アマジヤはエドム人を討って帰ってきた後，持ち帰ったセイルの人たちの神々を自分の神々として立て，その前でひれ伏し，犠牲の煙を立ち上らせるようになった。 15 それでエホバはアマジヤに対して非常に怒り，預言者を遣わした。預言者はアマジヤに言った。「自分の民をあなたの手から救えなかった神々に，あなたはなぜ従うのですか」。 16 預言者が王に話していると，王は言った。「私たちはあなたを王の顧問官にでもしたのか。もうやめなさい！ これ以上話すなら，処刑する」。そこで預言者はやめたが，最後にこう言った。「神はあなたに破滅をもたらすことをお決めになったことが私には分かります。あなたがこのようなことをし，私の助言を聞かなかったからです」。



^ （コリ二 7:9） 今は喜んでいます。皆さんがただ悲しんだのではなく，悲しんで悔い改めたからです。皆さんは神の意志に沿って悲しんだので，私たちがしたことは皆さんにとって害にはなりませんでした。



^ （コリ二 7:11） 皆さんが神の意志に沿って悲しんだので，皆さんの中にひたむきな真剣さが生み出されました。汚れを除き，憤りや畏れ，真剣な願い，熱意を抱き，悪を正しました！ 皆さんは例の件に関して清い*ことをあらゆる点で証明しました。

または，「潔白である」。


^  （ヘブ 12:6） エホバ*は愛する人を矯正するからだ。ご自分が子として迎え入れる人を皆むち打つ*のである」。

付録A5参照。
または，「罰する」。


^  （コリ二 7:9） 今は喜んでいます。皆さんがただ悲しんだのではなく，悲しんで悔い改めたからです。皆さんは神の意志に沿って悲しんだので，私たちがしたことは皆さんにとって害にはなりませんでした。



^  （コリ二 7:11） 皆さんが神の意志に沿って悲しんだので，皆さんの中にひたむきな真剣さが生み出されました。汚れを除き，憤りや畏れ，真剣な願い，熱意を抱き，悪を正しました！ 皆さんは例の件に関して清い*ことをあらゆる点で証明しました。

または，「潔白である」。


^  （王一 21:27-29） アハブはこの言葉を聞くとすぐ，自分の衣服を引き裂き，粗布をまとった。断食を始め，粗布を身に着けて横になり，ぼうぜんと歩いた。 28 エホバはティシュベの人エリヤにこう言った。 29 「アハブが私の前で謙遜になったのを見たか。彼が私の前で謙遜になったので，彼が生きている間には災いをもたらさない。彼の子の時代に，彼の一家に災いをもたらす」。



^  （王一 20:21） 一方，イスラエルの王は出ていって馬と兵車を次々と討ち，シリア人を大敗させた。



^  （王一 20:29） 両軍は陣営を張ったまま7日間向かい合った。そして7日目に戦闘が始まった。イスラエルの民は1日のうちにシリア人の歩兵10万人を討った。



^  （王一 22:39） アハブについてのほかの記録，行ったさまざまなこと，建てた象牙の家*，築いた町々のことは，イスラエルの王の時代の歴史書に記されている。

または，「宮殿」。


^  （王一 21:25， 26） 妻イゼベルにけしかけられたアハブは，エホバから見て悪いことを行った。彼ほど悪いことにふけった人はいない。 26 アハブは，私エホバがイスラエル人の前から追い払ったアモリ人のように，汚らわしい偶像*に頼り，非常に忌まわしいことを行った』」。

ヘブライ語で「ふん」を意味する言葉と関連があると考えられる，嫌悪を表す表現。


^  （代二 12:1） 王権が揺るがないものとなり，力が強まると，レハベアムはエホバの律法を捨てた。イスラエル全体も彼と同じようにした。



^  （王一 14:21-24） ユダでは，ソロモンの子レハベアムが王になっていた。レハベアムは41歳で王になり，エホバがご自分の名を付すためにイスラエルの全部族の領地から選んだ都市エルサレムで17年治めた。レハベアムの母はナアマといい，アンモン人だった。 22 ユダは，エホバから見て悪いことを行った。罪を犯し，父祖たちがした以上に神を怒らせた。 23 どの高い丘の上や生い茂った木の下にも，高い場所や聖柱*や聖木を築いていった。 24 ユダには神殿男娼さえいた。民は，エホバがイスラエル人の前から追い払った国々の忌まわしい事柄をことごとく行ったのである。

用語集参照。


^  （ホセ 4:1， 2） イスラエルの民よ，エホバの言葉を聞け。 エホバには，この土地の住民に対する訴訟がある。 この土地には，真実も，揺るぎない愛も，神についての知識もないからだ。  2 偽りの誓い，うそ，殺人， 盗み，姦淫がはびこり， 流血行為が相次いでいる。



^  （エレ 3:8， 9） 私はそれを見て，姦淫をした不忠実なイスラエルに離婚証書を渡して去らせた。それでも，不誠実な姉妹ユダは恐れず，自分も行って売春をした。 9 彼女は売春を軽く考え，土地を汚して石や木と姦淫をし続けた。



^  （申 4:23， 24） エホバ神が皆さんと結んだ契約を忘れないように気を付けなさい。また彫刻像を，エホバ神が禁じたどんなものの形も，作ってはなりません。 24 あなたの神エホバは焼き尽くす火であり，全くの専心を要求する神だからです。



^  （マラ 3:18） あなたたちは再び，正しい人と悪い人，神に仕える人と仕えない人の違いを目にすることになる」。



^  （コリ二 6:14） クリスチャンではない人と結び付いて*はなりません。それは不釣り合いな関係です。正しいことと不法にいったいどんな関わりがあるでしょうか。光と闇にどんな共通点があるでしょうか。

または，「くびきで結ばれて」。


^  （王一 11:1） ソロモン王は，ファラオの娘のほかにも多くの外国人の女性を愛した。モアブ人，アンモン人，エドム人，シドン人，ヘト人の女性である。



^  （王一 11:4） ソロモンが年老いた時に，妻たちはソロモンの心をほかの神々に向けさせた。ソロモンの心は，父ダビデの心とは違い，全てがエホバ神に向いているわけではなかった。



^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （ヤコ 5:14） 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。

用語集参照。
付録A5参照。


^ （王二 21:6） 自分の子を火で焼き，魔術を行い，吉凶を判断し，霊媒師や占い師を任命した。エホバから見て悪いことを大規模に行って，神を怒らせた。



^ （王二 21:16） マナセの罪は，ユダに罪を犯させてエホバから見て悪いことを行わせるだけにとどまらなかった。無実の人の血を大量に流して，その血でエルサレムの端から端までを満たした。



^ （王二 21:9） そう言われていたのに民は従わず，マナセは民を惑わし続け，イスラエル人の前からエホバが滅ぼし尽くした国々よりも悪いことを行わせた。



^ （代二 33:1-6） マナセは12歳で王になり，エルサレムで55年治めた。 2 マナセはエホバから見て悪いことを行い，イスラエルの民の前からエホバが追い払った国々の忌まわしい行いをまねた。 3 父ヒゼキヤが取り壊した高い場所を再び築き，バアルのために祭壇を設け，聖木を作った。また，天の全ての星*を崇拝してひれ伏した。 4 エホバがかつて「私の名は永遠にエルサレムにある」と言ったそのエホバの家の中にも祭壇を作った。 5 エホバの家の2つの庭に，天の全ての星*のために祭壇を作った。 6 ヒンノムの子の谷で自分の子たちを火で焼き*，魔術を行い，占いをし，呪術を行い，霊媒師や占い師を任命した。エホバから見て悪いことを大規模に行って，神を怒らせた。

直訳，「天の全軍」。
直訳，「天の全軍」。
直訳，「に火の中を通らせ」。


^ （代二 33:12， 13） マナセは苦難の中，エホバ神に恵みを求め，父祖たちの神の前でとても謙遜になった。 13 彼が神に祈り続けたので，神はその懇願に心を動かされ，恵みを求める願いを聞き，彼をエルサレムでの王位に復帰させた。こうしてマナセはエホバこそ真の神であると悟った。



^ （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^ （代二 16:7） その時，予見者ハナニがユダのアサ王のもとに来て，こう言った。「あなたがシリアの王に頼り，エホバ神に頼らなかったので，シリアの王の軍勢はあなたの手から逃れてしまいました。



^ （代二 16:10） すると，アサは怒って予見者を牢屋*に入れた。予見者に言われたことに激怒したのである。同じ頃，アサは民のほかの人たちにひどい仕打ちをし始めた。

直訳，「足かせ台の家」。


^ （王一 15:11-13） アサは父祖ダビデのように，エホバから見て正しいことを行った。 12 彼は国から神殿男娼を排除し，父祖たちが作った汚らわしい偶像*を全て取り除いた。 13 祖母マアカを太后*の地位から降ろすこともした。彼女が聖木の崇拝のためにおぞましい偶像を作ったからである。アサは彼女が作ったおぞましい偶像を切り倒し，キデロンの谷で焼いた。

ヘブライ語で「ふん」を意味する言葉と関連があると考えられる，嫌悪を表す表現。
または，「貴婦人」。


^ （代二 14:2-5） アサは，エホバ神から見て正しくて良いことを行った。 3 外国の神の祭壇と高い場所を取り除き，聖柱*を打ち砕き，聖木*を切り倒した。 4 そしてユダに，父祖たちの神エホバに仕えて律法とおきてを守るようにと言った。 5 ユダの全ての町から高い場所と香台を取り除いた。アサの統治の下，王国は平穏であり続けた。

用語集参照。
用語集参照。


^ （出 20:1-6） 神は次の全ての言葉を話した。 2 「私はあなたの神エホバである。奴隷となっていたあなたをエジプトから連れ出した。 3 あなたは私以外の*どんなものも神としてはならない。 4 あなたは，天や地や水の中*にあるものに似たどんな彫刻像や形も作ってはならない。 5 それにひれ伏してはならず，誘われてそれを崇拝してもならない。あなたの神である私エホバは全くの専心を要求する神である。私を憎む人については，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす。 6 私を愛して私のおきてを守る人については，子孫千代にまで揺るぎない愛を示す。

または，「私に反抗して」。直訳，「私の顔に逆らって」。
直訳，「地の下の水の中」。







新しい会衆に慣れるためにできること




これまで会衆を移るという経験をしたことがありますか。ジャンシャルルはこう言っています。「家族みんながエホバとの絆を保ちながら，新しい会衆に順応するのは大変です」。あなたも同じように感じたことがあるかもしれません。仕事や家を見つけ，場合によっては学校を探さないといけません。さらに，慣れない気候や文化に順応し，新しい区域で奉仕するという難しさもあります。



また別の難しさもあります。ニコラとセリーヌは，フランス支部からの割り当てで別の会衆に移動することになりました。こう言っています。「初めはわくわくしていましたが，以前の会衆の兄弟たちと会えなくてさみしくなってきました。新しい会衆の兄弟姉妹たちとまだそれほど仲良くなれていませんでした」。* こういう大変さがあっても，新しい会衆で楽しくやっていけます。どうしたらいいでしょうか。周りの人はどんなことができるでしょうか。そうすることはどのようにお互いのためになるでしょうか。

新しい会衆に慣れるための4つのポイント



[image: 1人の姉妹が荷ほどきの手を止めて聖書を読んでいる。]

エホバに頼る





1. エホバに頼る。（詩 37:5）日本に住む和美は，夫の転勤で，20年いた会衆を離れることになりました。姉妹はどうしたでしょうか。こう言っています。「エホバに自分の感じていた焦りやさみしさ，不安全てを吐露し，その都度力を得ることができました」。このように，姉妹は自分の「道をエホバに委ね」たのです。

どうしたらエホバにもっと頼れるでしょうか。植物が育つためには土からの水分と養分が必要です。同じように，私たちも自分の信仰を育てて強める必要があります。先ほどのニコラは，アブラハムやイエス，パウロといったエホバのために多くのものを後にした人たちの手本についてじっくり考えました。そうすることによって，エホバが必ず助けてくれるという確信が強まりました。こういう個人研究を欠かさないようにすれば，生活のいろいろな変化に順応することができるようになります。また学んだことを生かして，新しい会衆で仲間を励ますこともできるようになります。



[image: 1人の長老が，2人の若い兄弟から王国会館のオーディオビデオ機器の操作方法について説明を受けている。]

比べない





2. 比べない。（伝 7:10）ジュールはベナンからアメリカに引っ越した時，文化が全然違うことに気付きました。その時のことをこう言っています。「生まれてから今までのことを，会う人みんなに全部言わなければならないという印象を受けました」。以前にいた所とは全然違ったので，会衆のみんなと距離を置くようになってしまいました。しかし，兄弟姉妹たちのことをよく知っていくと見方が変わっていきました。こう言っています。「私たちは地球のどこに住んでいたとしても，人間であることに変わりはありません。自分をどう表現するかが違うだけです。みんなのありのままを受け入れることがとても大切です」。それで，以前にいた会衆と比べないようにしましょう。アンリーズという開拓者の姉妹はこう言っています。「前にいた場所の良さを実感するために引っ越したわけではありません。今いる所で新しいことを学びたいと思っています」。

以前の会衆と比べないことは，長老たちにとっても大切です。何かのやり方が違っているからといって，必ずしもそれが間違っているとは限りません。何か提案をする前に，会衆やその地域の状況についてよく知るようにしましょう。（伝 3:1，7後半）自分の意見を会衆に押し付けるよりも，手本によって教える方がずっと良いでしょう。（コリ二 1:24）



[image: 2人の兄弟が王国会館の窓を拭いている。]

会衆の活動に参加する





3. 会衆の活動に参加する。（フィリ 1:27）会衆の移動にはたくさんの時間やエネルギーが必要です。それでも，移動したらすぐに会衆の集会に出席することは重要です。そして，できるなら王国会館に行って兄弟姉妹に会いましょう。もし新しい会衆の兄弟姉妹があなたになかなか会えないとしたら，思うようにあなたをサポートすることができないでしょう。ルシンダは，南アフリカの大都市に2人の娘と一緒に引っ越した時のことを振り返ってこう言っています。「みんなで一緒に伝道に行ったり集会でコメントしたりして，できる限り兄弟姉妹とよく知り合うようにというアドバイスをもらいました。野外奉仕のための集まりの場所として，うちを使ってもらうこともしました」。

兄弟姉妹と「協力し合って」会衆の活動に参加することは，「良い知らせへの信仰を保[つ]」のに役立ちます。先ほどのアンリーズは，いろいろな人と伝道してみるよう長老たちからアドバイスしてもらいました。「会衆になじむために，これはとても大切なことだと実感しました」と姉妹は言っています。また，王国会館の清掃やメンテナンスなどの活動にも参加するなら，ここが自分の会衆だと思っている，ということが会衆のみんなに伝わります。会衆に関われば関わるほど，あなたも会衆の兄弟姉妹もお互いに家族のように感じられるようになるでしょう。



[image: 2組の夫婦が一緒に食事をしている。]

仲良くなる





4. 仲良くなる。（コリ二 6:11-13）仲良くなるためには相手のことをよく知る必要があります。それで，集会の前後にみんなのことをよく知るための時間をたっぷり取りましょう。名前を覚えるのもとても良いことです。相手は名前を呼んであいさつしてもらえると親しみを感じるものです。こういうことを心掛けているなら，新しい友達は増えていくでしょう。

兄弟姉妹に受け入れてもらえないのではないかと心配しないでください。飾らないそのままの自分を知ってもらうようにしましょう。ルシンダはこう言っています。「自分の方から兄弟姉妹を家に招くようにしたので，今ではみんなと仲良くなりました」。私たちも同じようにできます。

「互いを迎え入れてください」

新しく来た兄弟姉妹にとって，知らない人ばかりの王国会館は緊張するものです。では，そうした兄弟姉妹のために何ができるでしょうか。使徒パウロは「キリストが皆さんを迎え入れてくださったように，互いを迎え入れてください」と励ましています。（ロマ 15:7）長老たちはキリストに倣って新しい兄弟姉妹を温かく迎え入れます。（「スムーズに会衆を移動するためにできること」の囲みを参照。）もちろん，子供を含め会衆の一人一人にも，新しい兄弟姉妹と親しくなるためにできることがあります。

スムーズに会衆を移動するためにできること


あなたにできること: 自分が今いる会衆と新しい会衆の両方の長老たちに，十分に前もって連絡してください。移動予定日や新しい住所，連絡先についても伝えてください。王国会館の場所と集会の時間を確認しておきましょう。最初に参加する集会で長老や兄弟姉妹たちに自己紹介しましょう。

長老たちにできること: 転出元の会衆の書記は，転出先の会衆に紹介状と「会衆の伝道者記録」を速やかに送ります。転出先の会衆の奉仕委員会は，新しく来る兄弟姉妹を野外奉仕グループにすぐに割り当てます。グループ監督は新しい兄弟姉妹を訪問し，歓迎することができます。





歓迎の気持ちを伝えるために自分の家に招待することもできますが，生活に慣れるために必要なサポートをすることもできます。例えば，ある姉妹は新しく来た姉妹のために時間を取って街を案内し，バスや電車の乗り方を教えてあげました。引っ越してきたその姉妹は，身ぶり手ぶりで案内してくれる様子に感動し，おかげで新しい環境に慣れることができました。

クリスチャンとして成長する

バッタは飛べるようになるまでに，成長の過程で何度も脱皮をします。同じように，新しい会衆に移動する時に感じる心配を減らしていくと，いわば自分の羽を十分に伸ばしてエホバへの奉仕を楽しむことができます。ニコラとセリーヌはこう言っています。「会衆を移動するというのは，良いトレーニングの機会になります。新しい人たちと関わって，今までとは違う環境に慣れていけば，新しい性質を磨くことができます」。ジャンシャルルは，新しい会衆に移動して家族にどんな良い影響があったかについてこう言っています。「会衆を移ってから，子供たちはエホバとの絆を強め，さらに成長しています。移動して数カ月で，娘は週日の集会の割り当てを果たすようになりましたし，息子もバプテスマを受けていない伝道者になりました」。

今は必要の大きな所に行ける状況ではない，という人もいるでしょう。それでも，この記事に出てきたポイントを今の会衆で当てはめて，新たな気持ちで取り組んでみてください。エホバに頼ることは大切です。伝道でいろいろな人と働くためによく計画し，会衆の活動にできるだけ参加するようにしましょう。新しい友達を見つけ，すでに仲の良い人とも絆を深めましょう。新しく来た人や助けを必要としている人をいろいろな面でサポートするなら，真のクリスチャンとして愛を示していることになります。こうしたことに取り組むなら，クリスチャンとしていっそう成長できます。（ヨハ 13:35）「神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます」。（ヘブ 13:16）

いろいろ大変なことがあっても，多くの兄弟姉妹が新しい会衆での奉仕を心から楽しんでいます。あなたもそうできます。アンリーズはこう言っています。「会衆を移って自分の心を大きく開くことができるようになりました」。和美も確信を込めてこう言っています。「新たな会衆への移動は，これまで経験したこともなかったような仕方でエホバの支えを実感できる素晴らしい機会になります」。ジュールもこう言っています。「新しい会衆で築いてきた友情のおかげで，独りだと感じることはなくなりました。今では家族のような会衆から離れたくないと思っています」。



^  「ものみの塔」1994年5月15日号の「神への奉仕でホームシックに対処する」という記事に役立つアドバイスが載せられています。






^ （詩 37:5） あなたの道をエホバに委ね*，神に頼れ。 神があなたのために行動してくださる。

直訳，「の上に転がし」。


^ （伝 7:10） 「昔の方が良かった」と言ってはならない。そのように言うのは知恵のあることではないからだ。



^ （伝 3:1） 何事にも時がある。 この地上の全ての活動には時がある。



^ （伝 3:7） 裂くのに時があり，縫うのに時がある。 黙っているのに時があり，話すのに時がある。



^ （コリ二 1:24） 私たちは皆さんの信仰の主人ではありません。皆さんの喜びのために働く仲間です。皆さんは自分の信仰で立っているからです。



^ （フィリ 1:27） 皆さんに勧めたいのは，ただキリストについての良い知らせにふさわしく振る舞う*ことです。そうすれば私は，皆さんに会いに行けるとしても離れているとしても，次のことを聞けるでしょう。皆さんが同じ精神を抱いてしっかり立ち，一致して，良い知らせへの信仰を保てるよう協力し合っていて，

または，「ふさわしく市民として行動する」。


^ （コリ二 6:11-13） 私たちはコリントの皆さんに語るために口を開き*，心を大きく開いています。 12 私たちは皆さんに惜しみなく愛情を示していますが，皆さんは私たちに優しい愛情を十分に示していません。 13 それで，私たちの愛情に応えて，皆さんも心を大きく開いて*ください。私はわが子に話すように話しています。

または，「率直に語り」。
または，「自分を広くして」。


^ （ロマ 15:7） それで，神がたたえられるようにするため，キリストが皆さんを迎え入れてくださったように，互いを迎え入れてください。



^ （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。










[image: 人々が，楽園になった地球での生活を楽しんでいる。遠くには，象徴的な都市である新しいエルサレムから1本の川が流れ出ているのが見える。川の両側には木が生い茂っている。]



読者からの質問




イザヤ 60章1節に出てくる「女」とは誰ですか。また，その女はどのような意味で「立[ち]」，「光を照ら」しますか。


イザヤ 60章1節にはこうあります。「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。エホバの栄光があなたの上に輝いている」。文脈によると，この「女」とはシオン，つまり当時のユダの首都だったエルサレムのことを指しています。* （イザ 60:14; 62:1，2）エルサレムはイスラエル国民全体を表していました。イザヤのこの預言を読むと，2つの疑問が生まれます。（1）いつ，またどのような意味でエルサレムは「立[ち]」，「光を照ら」しましたか。（2）イザヤのこの預言は今の時代にさらに大きな規模で実現していますか。

いつ，またどのような意味でエルサレムは「立[ち]」，「光を照ら」しましたか。エルサレムとそこにあった神殿は，ユダヤ人がバビロンの捕囚となっていた70年の間荒れ果てたままでした。しかし，メディア人とペルシャ人によってバビロンが滅ぼされた後，バビロニア帝国の各地にいたイスラエル人は故郷に戻り，真の崇拝を回復させる自由を得ました。（エズ 1:1-4）紀元前537年以降，12部族のエホバを愛する人たちが戻りました。（イザ 60:4）帰還した人たちはエホバに犠牲を捧げ，祭りを行い，神殿を再建し始めました。（エズ 3:1-4，7-11; 6:16-22）こうして再び，エホバの栄光がエルサレム，つまりエホバに仕える人たちの上に輝き始めました。そしてそれらの人たちが，エホバをまだ知らない人たちに光を照らせるようになったのです。

しかし，イザヤのこの回復の預言は，古代エルサレムにおいて部分的にしか実現しませんでした。ほとんどのイスラエル人は神に従い続けませんでした。（ネヘ 13:27。マラ 1:6-8; 2:13，14。マタ 15:7-9）また後の時代には，イエス･キリストをメシアとして受け入れませんでした。（マタ 27:1，2）西暦70年に，エルサレムとそこにあった神殿は再び破壊されてしまいました。

エホバはこの悲惨な結末を予告しておられました。（ダニ 9:24-27）ですから，明らかにエホバは，イザヤ 60章の回復の預言の全てが地上のエルサレムで実現するということを意図していませんでした。

イザヤのこの預言は，今の時代にさらに大きな規模で実現していますか。はい。ただし，「上にあるエルサレム」という象徴的な女に実現します。使徒パウロは，この女について「私たちの母です」と書きました。（ガラ 4:26）「上にあるエルサレム」とは，忠実な天使から成る神の組織の天の部分のことです。この女の子供は，イエスと天に行く希望を持つ14万4000人のクリスチャンであり，パウロもその1人でした。「聖なる国民」，つまり「神のイスラエル」は天に行く希望を持つ人たちから成っています。（ペテ一 2:9。ガラ 6:16）

「上にあるエルサレム」は，どのように「立[ち]」，「光を照ら」したでしょうか。地上に残っている天に行く希望を持つ人たちを通してそうしました。それらの人たちが経験してきたことと，イザヤ 60章に書かれている預言を比較して考えてみましょう。

天に行く希望を持つクリスチャンが「立[つ]」必要があったのは，真理の光を輝かせることができなくなっていたからです。これは預言されていたことで，西暦2世紀には背教が雑草のように広がっていました。（マタ 13:37-43）このようにして，天に行く希望を持つクリスチャンが大いなるバビロン（世界を惑わしている間違った宗教全体）への捕囚となりました。1914年に「体制の終結の時」が始まっても，その状態は続きました。（マタ 13:39，40）程なくして1919年に，天に行く希望を持つクリスチャンはこの捕らわれの状態から解放されました。そしてすぐに，王国の良い知らせを伝える活動に打ち込むことによって，真理の光を照らし始めました。* その後，長年にわたってあらゆる国の人々がこの真理の光に引き寄せられてきました。そうした人々の中には，イザヤ 60章3節で「王たち」と呼ばれている，神のイスラエルの残っている人たちも含まれています。（啓 5:9，10）

将来，天に行く希望を持つクリスチャンはさらに素晴らしい仕方でエホバの栄光を反映するようになります。どのようにでしょうか。天に行く希望を持つクリスチャンたちは，地上での人生を終えた時，「新しいエルサレム」の一部となります。つまり，共同統治者また祭司である14万4000人で構成される，キリストの花嫁の一員となります。（啓 14:1; 21:1，2，24; 22:3-5）

新しいエルサレムは，イザヤ 60章1節にある預言が実現する上で重要な役割を果たすことになります。（イザヤ 60:1，3，5，11，19，20を啓示 21:2，9-11，22-26と比較。）古代イスラエルにおいてエルサレムが政治の中心地であったのと同じように，新しいエルサレムとキリストは共に新しい体制の政府を構成します。新しいエルサレムはどのように「神のもとから下って」くるのでしょうか。地球とそこに住む人たちを祝福することによってです。あらゆる国から来た神を畏れる人たちは「この都市の光によって歩み」ます。罪と死からも解放されます。（啓 21:3，4，24）その結果，イザヤや他の預言者たちが予告していた「全ての事柄の回復」が完全に実現します。（使徒 3:21）この壮大な回復は，キリストが王になった時に始まり，千年統治の終わりに完了します。







^  「新世界訳」のイザヤ 60章1節には「シオン」や「エルサレム」ではなく「女」という言葉が使われています。これは，ここで語り掛けられている人物の「あなた」に当たるヘブライ語や，「立[つ]」，「照ら[す]」といった動詞が女性形であるためです。


^  1919年に始まった真の崇拝の回復は，エゼキエル 37章1-14節と啓示 11章7-12節でも説明されています。エゼキエルの預言では，長い捕らわれの期間の後，天に行く希望を持つ全てのクリスチャンが真の崇拝の回復を経験する，ということが予告されていました。一方，「啓示」の書の預言では，不当な投獄により活動できなかった短い期間の後，天に行く人たちのうち，組織の中で中心的な役割を果たしていた兄弟たちの少人数の一団が比喩的に生き返るということを述べています。それらの人たちは1919年に「忠実で思慮深い奴隷」として任命されました。（マタ 24:45。「エホバの清い崇拝 ついに回復される！」の118ページを参照。）






^ （イザ 60:1） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。



^  （イザ 60:1） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。



^  （イザ 60:14） あなたを虐げた者の子たちが来て，あなたにひれ伏す。 さげすんでいる者は皆あなたの足元にひれ伏し， あなたをこう呼ばなければならなくなる。 エホバの都市，イスラエルの聖なる者のシオンと。



^  （イザ 62:1， 2） シオンのために，私は黙っていない。 エルサレムのために，じっとしてはいない。 彼女*の正しさが明るい光のように輝き， 救いがたいまつのように燃えるまでは。  2 「女よ，国々はあなたの正しさを見， 王たちは皆あなたの栄光を見る。 あなたは新しい名で呼ばれることになる。 エホバ自らが名付ける名で。

エルサレムのこと。


^  （エズ 1:1-4） ペルシャのキュロス王の治世の第1年のことである。かつてエレミヤが語ったエホバの言葉が実現するよう，エホバはキュロス王の心を奮い立たせ，王国全域に布告を出させた。王はその布告を文書に記した。 2 「ペルシャのキュロス王の言葉。『天の神エホバは，地上の全ての王国を私に下さった。そして，ユダのエルサレムにご自分の家を建てるよう私にお命じになった。 3 それで，その神の民である人は誰でも，ユダのエルサレムに上っていき，イスラエルの神である真の神エホバの家を建て直すがよい。その家はかつてエルサレムにあった*のである。神がその人と共におられるよう願っている。 4 外国人としてどこに住んでいるとしても，その人は近隣の人から助けを得よ。近隣の人がその人に，銀や金，物品，家畜を与え，エルサレムにあった真の神の家のための自発的な捧げ物を持たせるのである』」。

もしかすると，「その方はエルサレムにいる」。


^  （イザ 60:4） 目を上げて，周囲を見なさい！ 皆が集まり，あなたのもとにやって来る。 遠くからあなたの息子たちがやって来る。 娘たちも腕に抱かれて連れてこられる。



^  （エズ 3:1-4） 第7の月になり，それぞれの町にいたイスラエル人は，同じ思いでエルサレムに集まった。 2 エホツァダクの子エシュアと仲間の祭司たち，シャルテルの子ゼルバベルとその兄弟たちは，立ち上がってイスラエルの神の祭壇を作った。真の神に仕えた人モーセの律法に記されている通りに，全焼の犠牲を祭壇の上で捧げるためだった。 3 彼らは周囲の国の人々を恐れながらも，祭壇を元の場所に設け，朝と夕方に，全焼の犠牲をエホバに捧げ始めた。 4 そして，律法に記されている通りに仮小屋の祭りを行い，毎日，定められている数の全焼の犠牲を捧げた。



^  （エズ 3:7-11） 彼らは石切り工と職人にお金を渡した。また，シドン人とティルス人には食べ物や飲み物や油を与えた。ペルシャのキュロス王の許可の下，レバノンから海路でヨッパへ杉材を運ばせるためである。 8 エルサレムの真の神の家に来た年の翌年，第2の月に，シャルテルの子ゼルバベル，エホツァダクの子エシュア，彼らの兄弟たち，祭司とレビ族，捕囚の地からエルサレムに帰ってきた全ての人は，工事に着手した。20歳以上のレビ族の人たちが，エホバの家の工事の監督として任命された。 9 そこで，ユダの子孫である，エシュアとその子たちや兄弟たち，カドミエルとその子たちが協力し，真の神の家の工事をする人たちを監督した。レビ族である，ヘナダドの子たちと，彼らの子たちや兄弟たちも，同じようにした。 10 建築者たちがエホバの神殿の土台を据えると，正装をした祭司たちはラッパを持ち，アサフの子孫であるレビ族の人たちはシンバルを持って，イスラエルのダビデ王の指示通りにエホバを賛美するために立ち上がった。 11 そして，エホバに賛美と感謝を捧げ，「神は善い方で，イスラエルへの揺るぎない愛は永遠に続く」と交互に歌った。民も皆，エホバの家の土台が据えられたことで，エホバを大声で賛美した。



^  （エズ 6:16-22） イスラエル人，祭司やレビ族やかつて捕囚にされた他の人たちは，喜んで神の家の奉献式*を行った。 17 雄牛100頭，雄羊200匹，子羊400匹を，神の家の奉献式のために差し出し，イスラエルの部族の数に合わせて12匹の雄ヤギを，イスラエル全体のための罪の捧げ物として差し出した。 18 また，モーセの書の記述に従って，エルサレムでの神への奉仕のために，祭司たちをグループごとに，レビ族たちを組ごとに任命した。 19 第1の月の14日，かつて捕囚にされた人々は過ぎ越しを執り行った。 20 祭司とレビ族は，一人残らず身を清めたので皆清かった。彼らは，かつて捕囚にされた全ての人のため，仲間の祭司と自分たちのために，過ぎ越しの犠牲をほふった*。 21 そして，捕囚の地から帰還したイスラエル人はそれを食べた。イスラエル人に加わった人々も皆食べた。イスラエルの神エホバを崇拝しようと，その土地の国民の汚れた行いから離れた人々である。 22 また，7日間，皆で喜んで無酵母パンの祭りを行った。彼らが喜んだのも，以前にアッシリアの王の心が友好的になったのも，エホバのおかげだった。だからこそ王は，イスラエルの神である真の神の家の工事に関して，彼らを支援した*のである。

または，「献堂式」。
または，「殺した」。
直訳，「彼らの手を強くした」。


^  （ネヘ 13:27） 皆さんが外国人の女性と結婚するという神に不忠実なことをして大きな悪事を働くなど，あってはならないことです」。



^  （マラ 1:6-8） 「『子は父を敬い，召し使いは主人を敬う。私が父であるのなら，私への敬意はどこにあるのか。私が主人*であるのなら，私への畏れ*はどこにあるのか』と，大軍を率いるエホバは，私の名を軽んじているあなたたち祭司に言う。 『しかしあなたたちは言う。「私たちはあなたの名をどう軽んじたか」と』。 7 『私の祭壇に汚れた食べ物を差し出すことによってである』。 『あなたたちは言う。「私たちはあなたをどう汚したか」』。 『「エホバの食卓は軽んじてよい」と言うことによってである。 8 あなたたちは，目が見えない動物を犠牲として差し出しながら，「悪いことではない」と言う。足が不自由な動物や病気の動物を差し出しながら，「悪いことではない」と言う』」。 「それを総督に差し出してみてほしい。総督はあなたのことを喜ぶだろうか。あなたを快く迎えるだろうか」と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「大主人」。
または，「尊敬」。


^  （マラ 2:13， 14） 「あなたたちはほかにも，エホバの祭壇が涙や泣き声やため息で覆われるようなことをしている。あなたたちの供え物はもう見向きもされず，あなたたちが出す物はどれも好意的に見られない。 14 あなたたちは『どうしてか』と言う。エホバはあなたとあなたの若い時からの妻との間を見てきた証人である。彼女はあなたの伴侶，契約した*妻であるにもかかわらず，あなたは彼女を裏切ったのだ。

または，「正式に結婚した」。


^  （マタ 15:7-9） 偽善者たち，イザヤはあなた方について適切にこう預言しました。 8 『この民は唇で私を敬うが，心は私から遠く離れている。 9 私を崇拝し続けても無駄である。人間の命令を教理として教えるからである』」。



^  （マタ 27:1， 2） 朝になった時，祭司長と民の長老たち全員は，イエスを死刑にしようと協議した。 2 そして，イエスを縛ってから引いていき，総督ピラトに引き渡した。



^  （ダニ 9:24-27） あなたの民と聖なる都市のために，70週*が定められました。これは，違反を終わらせ，罪をなくし，過ちを償い，永遠の正しさをもたらし，幻と預言*に証印を押し，最も聖なる所*を神聖なものとする*ためです。 25 あなたが知って理解すべきこととして，エルサレムを修復して建て直せという命令が出されてから，指導者であるメシア*が現れるまでに，7週，さらに62週があります。都市は広場も堀も修復され，建て直されますが，それは苦難の時となります。 26 そして，62週の後にメシアは除かれ*ます。彼には何も残りません。 やがて来る指導者に率いられた人々が，都市と聖なる場所を滅ぼし，洪水が終わりをもたらします。終わりまで戦争があり，荒廃が定められています。 27 彼*は多くの人のために1週の間契約の効力を保たせ，週の半ばに犠牲と供え物を終わらせます。 そして，荒廃をもたらす者が，極めて不快なものの翼に乗って来ます。全てが滅びるまで，定められた事柄が，荒廃しているものの上に降り掛かります」。

1週は7年。
直訳，「預言者」。
または，「至聖所」。
直訳，「に油を注ぐ」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「選ばれた者」。
または，「死刑にされ」。
メシアのことと考えられる。


^  （イザ 60:1-22） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。  2 闇が地上を覆い， 濃い暗がりが国々を包む。 しかし，エホバがあなたを照らし， その栄光があなたの上に現れる。  3 人々はあなたの光のもとに行き， 王たちもあなたの光輝*に引き寄せられる。  4 目を上げて，周囲を見なさい！ 皆が集まり，あなたのもとにやって来る。 遠くからあなたの息子たちがやって来る。 娘たちも腕に抱かれて連れてこられる。  5 その時，あなたは見て，顔を輝かせ， 胸が高鳴って喜びに満ちる。 海の富があなたのもとに向かい， 国々の資産があなたのもとに来るからだ。  6 ラクダの大群があなたの土地を覆う。 ミディアンとエファの若い雄のラクダが。 シェバの人々も皆やって来て， 金と乳香を運んでくる。 エホバの栄誉を広くたたえる。  7 ケダルの羊の群れは全てあなたのもとに集められる。 ネバヨトの雄羊もあなたの役に立つ。 それらは私の祭壇の上で捧げられて受け入れられ， 私は私の輝かしい*家をいっそう美しくする。  8 雲のように飛んでくるこれらの者は誰か。 まるでハト小屋*に向かうハトのようだ。  9 島々は私に望みをかける。 タルシシュの船が先頭を行き*， 遠くからあなたの子たちを連れてくる。 銀や金も携えて，あなたの神エホバの名のもとに， イスラエルの聖なる者のもとに来る。 その者があなたに栄光を与える*のである。 10 外国人があなたの城壁を築き， 彼らの王たちはあなたに仕える。 私は憤ってあなたを打ったが， 情けを掛けて*あなたを憐れむ。 11 あなたの門は常に開け放たれ， 昼も夜も閉じられない。 彼らの王たちが先頭に立ち， 国々の資産があなたのもとに運ばれてくる。 12 あなたに仕えない国民や王国は滅び， 国々はすっかり荒廃する。 13 レバノンの栄光があなたのもとに来る。 ネズの木，トネリコ，イトスギも共に， 私の聖なる所を美しくするために。 私は私の足を置く場所に栄光を与える。 14 あなたを虐げた者の子たちが来て，あなたにひれ伏す。 さげすんでいる者は皆あなたの足元にひれ伏し， あなたをこう呼ばなければならなくなる。 エホバの都市，イスラエルの聖なる者のシオンと。 15 あなたは見捨てられ，憎まれ，誰も通らない場所だったが， 私はあなたを永遠に誇るべきものとし， いつの時代までも喜びの源とする。 16 あなたは国々の乳を飲み， 王たちの乳房を吸うことになる。 あなたは必ず，私エホバがあなたの救い主であり， ヤコブの強力な者があなたを救う*者であることを知る。 17 私は銅を金に替え， 鉄を銀に，木を銅に， 石を鉄に替える。 平和をあなたの監督とし， 正義をあなたの管理者*とする。 18 誰もあなたの土地で暴力を耳にしなくなり， あなたの境界内で破滅や滅びについて聞かなくなる。 あなたは自分の城壁を『救い』と呼び，自分の門を『賛美』と呼ぶ。 19 太陽はもはやあなたにとって昼の光とはならず， 輝く月もあなたを照らすことはない。 エホバがあなたの永遠の光となり， あなたの神があなたの美しさとなる。 20 あなたの太陽はもはや沈まず， あなたの月は欠けない。 エホバがあなたのために永遠の光となり， あなたの嘆きの日々は終わるのである。 21 あなたの民は皆，正しいことを行い， 土地を永遠に所有する。 彼らは，私が栄光を受ける*ように， 私が植えた苗，私が形作った者たちである。 22 小さな者が千人にもなり， 取るに足りない者が強大な国民になる。 私エホバが，定めの時にそれを速める」。

または，「夜明けの明るさ」。
または，「美しい」。
または，「鳥小屋の出入り口」。
または，「が以前のように」。
または，「あなたを美しくする」。
または，「善意を示して」。
直訳，「買い戻す」。
または，「あなたに仕事を割り当てる者」。
または，「美しくされる」。


^  （ガラ 4:26） 一方，上にあるエルサレムは自由であって，私たちの母です。



^  （ペテ一 2:9） しかし皆さんは，神の「卓越性*を広く知らせるための，選ばれた種族，王である祭司，聖なる国民，特別な所有物である民」です。神は皆さんを闇からご自分の輝かしい光の中に招き入れてくださいました。

直訳，「徳」。神の優れた性質や行いのこと。


^  （ガラ 6:16） この指針に従ってきちんと歩む人全てに，つまり神のイスラエルに，平和が与えられ，憐れみが示されますように。



^  （イザ 60:1-22） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。  2 闇が地上を覆い， 濃い暗がりが国々を包む。 しかし，エホバがあなたを照らし， その栄光があなたの上に現れる。  3 人々はあなたの光のもとに行き， 王たちもあなたの光輝*に引き寄せられる。  4 目を上げて，周囲を見なさい！ 皆が集まり，あなたのもとにやって来る。 遠くからあなたの息子たちがやって来る。 娘たちも腕に抱かれて連れてこられる。  5 その時，あなたは見て，顔を輝かせ， 胸が高鳴って喜びに満ちる。 海の富があなたのもとに向かい， 国々の資産があなたのもとに来るからだ。  6 ラクダの大群があなたの土地を覆う。 ミディアンとエファの若い雄のラクダが。 シェバの人々も皆やって来て， 金と乳香を運んでくる。 エホバの栄誉を広くたたえる。  7 ケダルの羊の群れは全てあなたのもとに集められる。 ネバヨトの雄羊もあなたの役に立つ。 それらは私の祭壇の上で捧げられて受け入れられ， 私は私の輝かしい*家をいっそう美しくする。  8 雲のように飛んでくるこれらの者は誰か。 まるでハト小屋*に向かうハトのようだ。  9 島々は私に望みをかける。 タルシシュの船が先頭を行き*， 遠くからあなたの子たちを連れてくる。 銀や金も携えて，あなたの神エホバの名のもとに， イスラエルの聖なる者のもとに来る。 その者があなたに栄光を与える*のである。 10 外国人があなたの城壁を築き， 彼らの王たちはあなたに仕える。 私は憤ってあなたを打ったが， 情けを掛けて*あなたを憐れむ。 11 あなたの門は常に開け放たれ， 昼も夜も閉じられない。 彼らの王たちが先頭に立ち， 国々の資産があなたのもとに運ばれてくる。 12 あなたに仕えない国民や王国は滅び， 国々はすっかり荒廃する。 13 レバノンの栄光があなたのもとに来る。 ネズの木，トネリコ，イトスギも共に， 私の聖なる所を美しくするために。 私は私の足を置く場所に栄光を与える。 14 あなたを虐げた者の子たちが来て，あなたにひれ伏す。 さげすんでいる者は皆あなたの足元にひれ伏し， あなたをこう呼ばなければならなくなる。 エホバの都市，イスラエルの聖なる者のシオンと。 15 あなたは見捨てられ，憎まれ，誰も通らない場所だったが， 私はあなたを永遠に誇るべきものとし， いつの時代までも喜びの源とする。 16 あなたは国々の乳を飲み， 王たちの乳房を吸うことになる。 あなたは必ず，私エホバがあなたの救い主であり， ヤコブの強力な者があなたを救う*者であることを知る。 17 私は銅を金に替え， 鉄を銀に，木を銅に， 石を鉄に替える。 平和をあなたの監督とし， 正義をあなたの管理者*とする。 18 誰もあなたの土地で暴力を耳にしなくなり， あなたの境界内で破滅や滅びについて聞かなくなる。 あなたは自分の城壁を『救い』と呼び，自分の門を『賛美』と呼ぶ。 19 太陽はもはやあなたにとって昼の光とはならず， 輝く月もあなたを照らすことはない。 エホバがあなたの永遠の光となり， あなたの神があなたの美しさとなる。 20 あなたの太陽はもはや沈まず， あなたの月は欠けない。 エホバがあなたのために永遠の光となり， あなたの嘆きの日々は終わるのである。 21 あなたの民は皆，正しいことを行い， 土地を永遠に所有する。 彼らは，私が栄光を受ける*ように， 私が植えた苗，私が形作った者たちである。 22 小さな者が千人にもなり， 取るに足りない者が強大な国民になる。 私エホバが，定めの時にそれを速める」。

または，「夜明けの明るさ」。
または，「美しい」。
または，「鳥小屋の出入り口」。
または，「が以前のように」。
または，「あなたを美しくする」。
または，「善意を示して」。
直訳，「買い戻す」。
または，「あなたに仕事を割り当てる者」。
または，「美しくされる」。


^  （マタ 13:37-43） それでイエスは言った。「良い種をまく人は人の子です。 38 畑は世界です。良い種は王国の子たち，雑草は邪悪な者の子たち， 39 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。 41 人の子は天使たちを遣わし，天使たちは，人に罪を犯させる*人たちと不法なことを行う人たちを王国から取り除き， 42 火の燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。 43 その時，正しい人たちは父の王国で太陽のように明るく輝きます。耳のある人は聞きなさい。

直訳，「つまずきのもとになる」。


^  （マタ 13:39， 40） 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。



^  （イザ 60:3） 人々はあなたの光のもとに行き， 王たちもあなたの光輝*に引き寄せられる。

または，「夜明けの明るさ」。


^  （啓 5:9， 10） そして長老たちは次のような新しい歌を歌っている。「あなたは巻物を受け取ってその封印を解くのにふさわしい方です。あなたはほふられ，自分の血で，あらゆる民族や言語や種族や国の人々の中から，神に仕える人たちを買い取ったからです。 10 そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。



^  （啓 14:1） 私がさらに見ると，子羊がシオンの山に立っていた。そして子羊と共に14万4000人の者たちがいて，彼らの額には子羊の名とその父の名が書かれていた。



^  （啓 21:1， 2） また私は，新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去っており，海はもはやない。 2 さらに見ると，聖なる都市である新しいエルサレムが，花婿のために着飾った花嫁のように，天から，神のもとから下ってきた。



^  （啓 21:24） 人々はこの都市の光によって歩み，地上を治める王たちの栄光によって都市はいっそう輝く。



^  （啓 22:3-5） もはや災いはなくなる。神と子羊の座が都市の中にあり，神の奴隷たちは神に神聖な奉仕をする。 4 彼らは神の顔を見ることになり，額に神の名を記される。 5 また，夜はもうなくなり，彼らはランプの光も太陽の光も必要としない。エホバ*神が彼らを照らすからである。そして彼らはいつまでも永遠に王として治める。

付録A5参照。


^  （イザ 60:1） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。



^  （イザ 60:1） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。



^  （イザ 60:3） 人々はあなたの光のもとに行き， 王たちもあなたの光輝*に引き寄せられる。

または，「夜明けの明るさ」。


^  （イザ 60:5） その時，あなたは見て，顔を輝かせ， 胸が高鳴って喜びに満ちる。 海の富があなたのもとに向かい， 国々の資産があなたのもとに来るからだ。



^  （イザ 60:11） あなたの門は常に開け放たれ， 昼も夜も閉じられない。 彼らの王たちが先頭に立ち， 国々の資産があなたのもとに運ばれてくる。



^  （イザ 60:19， 20） 太陽はもはやあなたにとって昼の光とはならず， 輝く月もあなたを照らすことはない。 エホバがあなたの永遠の光となり， あなたの神があなたの美しさとなる。 20 あなたの太陽はもはや沈まず， あなたの月は欠けない。 エホバがあなたのために永遠の光となり， あなたの嘆きの日々は終わるのである。



^  （啓 21:2） さらに見ると，聖なる都市である新しいエルサレムが，花婿のために着飾った花嫁のように，天から，神のもとから下ってきた。



^  （啓 21:9-11） 最後の7つの災厄で満ちた7つの鉢を持つ7人の天使の1人が来て，私にこう言った。「来なさい。子羊の妻となる花嫁を見せましょう」。 10 その天使は，聖なる力によって私を大きな高い山に連れていき，聖なる都市エルサレムを見せてくれた。その都市は天から，神のもとから下ってきて， 11 神の栄光によって輝いていた。その輝きは極めて貴重な宝石のようであり，澄み切った水晶のように輝く碧玉に似ていた。



^  （啓 21:22-26） 都市の中に神殿はなかった。全能の神エホバ*と子羊が，都市の神殿だからである。 23 またこの都市は，太陽や月に照らされる必要がない。神の栄光が都市を明るく照らし，子羊が都市の明かりだからである。 24 人々はこの都市の光によって歩み，地上を治める王たちの栄光によって都市はいっそう輝く。 25 都市の門は閉じられることがない。ずっと昼間で，夜はないからである。 26 人々はこの都市をたたえ，尊ぶ。

付録A5参照。


^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （啓 21:24） 人々はこの都市の光によって歩み，地上を治める王たちの栄光によって都市はいっそう輝く。



^  （使徒 3:21） イエスは，神が昔の聖なる預言者たちを通して語った全ての事柄の回復の時まで，天で待っていなければなりません。



^ （イザ 60:1） 「女よ，立って，光を照らせ。あなたの光が来た。 エホバの栄光があなたの上に輝いている。



^ （エゼ 37:1-14） エホバの力が私に働き，エホバはご自分の聖なる力によって私を運び，谷あいの平原の真ん中に置いた。そこは骨でいっぱいだった。 2 神は私にその周りを回らせた。見ると，その谷あいの平原には非常にたくさんの骨があり，どれも乾き切っていた。 3 神は私に，「人の子よ，これらの骨は生き返るだろうか」と尋ねた。それで私は，「主権者である主エホバ，それはあなたがご存じです」と答えた。 4 すると神は言った。「これらの骨について，こう預言しなさい。『乾いた骨よ，エホバの言葉を聞きなさい。 5 主権者である主エホバはこれらの骨にこう言っている。「私はあなたたちに息を吹き込み，あなたたちは生き返る。 6 私はあなたたちに筋や肉を付け，皮膚で覆い，息を吹き込む。あなたたちは生き返り，私がエホバであることを知らなければならなくなる」』」。 7 私は命じられた通りに預言した。するとすぐにカタカタという音がして，骨と骨が組み上がっていった。 8 見ていると，筋や肉が付き，皮膚で覆われた。しかし，まだ息は吹き込まれていなかった。 9 神は言った。「風に向かって預言しなさい。人の子よ，預言して，風に言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「風*よ，四方*から来て，この殺された人たちに吹き付け，彼らが生き返るようにしなさい」』」。 10 それで私は神に命じられた通りに預言した。すると息*が吹き込まれ，彼らは生き返って，立ち上がった。非常に大きな軍勢だった。 11 神は言った。「人の子よ，これらの骨はイスラエル国民全体である。彼らはこう言っている。『私たちの骨は乾いていて，希望は失われた。私たちは完全に孤立している』。 12 それで，彼らに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民よ，私はあなたたちの墓を開き，あなたたちを墓から引き上げて，イスラエルに連れていく。 13 私の民よ，私が墓を開き，あなたたちを墓から引き上げる時，あなたたちは私がエホバであることを知らなければならなくなる」』。 14 『私は聖なる力をあなたたちの内に宿らせ，あなたたちを生き返らせて，あなたたちの土地に住まわせる。あなたたちは，私エホバが語り，これを行ったことを知らなければならなくなる』と，エホバは宣言する」。

または，「息」。ヘブライ語，ルーアハ。用語集参照。
直訳，「4つの風」。
ヘブライ語，ルーアハ。用語集参照。


^ （啓 11:7-12） 2人が証言を終えると，底知れぬ深みから上ってくる野獣が彼らと戦い，彼らを征服して殺す。 8 2人の遺体は，比喩的な意味でソドムまたエジプトと呼ばれる大きな都市の大通りに置かれる。彼らの主もその都市で杭に掛けられて死んだのである。 9 さまざまな種族や民族や言語や国の人々は，3日半の間その遺体を見る。そして，遺体が墓の中に横たえられることを許さない。 10 地上に住む人々は2人のことで喜び，祝って，贈り物を交わす。この2人の預言者が地上に住む人々を苦しめたからである。 11 3日半の後，神からの生命力*が2人に入り，彼らは立ち上がった。それで，2人を見た人々は非常に恐れた。 12 2人は，天からの大きな声が「ここに昇ってきなさい」と言うのを聞いた。そして雲に包まれて天へ昇っていき，敵たちは2人を見た。

または，「命の息」。


^ （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。








調べてみよう

深い研究はずっと見張っている助けになる


ダニエル 9章1-19節を読みましょう。深く研究することはどうして大切でしょうか。

前後の出来事を調べましょう。その言葉が書かれた頃どんなことが起きましたか。それはダニエルにどんな影響を与えたでしょうか。（ダニ 5:29–6:5）あなたがダニエルだったら，どう感じたと思いますか。

さらに詳しく調べましょう。ダニエルが調べた「聖なる書物」には何が含まれていたかもしれませんか。（ダニ 9:2，脚注。塔11 1/1 22ページ2節）ダニエルが自分とイスラエル国民の両方の罪を告白したのはどうしてですか。（レビ 26:39-42。王一 8:46-50。ダ 182-184）ダニエルの祈りから，神の言葉を深く研究していたことがどのように分かりますか。（ダニ 9:11-13）

学べる点を考えましょう。次の質問にどう答えられるでしょうか。

	  「どうすれば世の中の出来事に動揺させられないで済むだろうか」。（ミカ 7:7）



	  「どうすれば，ダニエルのように自分のためになる仕方で神の言葉を深く研究できるだろうか」。（塔04 8/1 12ページ17節）



	  「『ずっと見張ってい』るために，どんなテーマで個人研究ができるだろうか」。（マタ 24:42，44。塔12 8/15 5ページ7-8節）









^ （ダニ 9:1-19） アハシュエロスの子ダリウスの治世の第1年のことである。（ダリウスはメディア人の子孫で，カルデア人の王国の王とされた。） 2 その年に，私ダニエルは書物*を調べ，エルサレムの荒廃が終わるまでの年数を知った。それはエホバが預言者エレミヤに語ったもので，70年だった。 3 それで私は真の神エホバに顔を向け，祈って懇願した。断食をし，粗布をまとい，灰をかぶりながらそうした。 4 私の神エホバに祈り，次のように告白をした。 「真の神エホバ，あなたは偉大で威厳に満ちる方です。あなたを愛してあなたのおきてを守る人たちとの契約を守り，揺るぎない愛を示す方です。 5 私たちは罪を犯し，間違いをし，悪事を働き，あなたに逆らいました。あなたのおきてや法規からそれました。 6 あなたに仕える預言者たちが，あなたの名によって，私たちの王たち，高官たち，父祖たち，民全てに語ったのに，耳を傾けませんでした。 7 エホバ，あなたは正しい方ですが，私たちは今も恥辱を受けています。ユダの人たち，エルサレムの住民，イスラエル全体が，あなたに対して不忠実なことをしたために，近くにいる人も遠くにいる人も，あなたに追いやられた全ての土地で恥辱を受けているのです。 8 エホバ，私たちはあなたに対して罪を犯したので，恥辱を受けています。王たちも，高官たちも，父祖たちもです。 9 憐れみ深く許してくださる神エホバに，私たちは背きました。 10 私たちの神エホバの声に従わず，あなたに仕える預言者たちを通して与えてくださった律法を守りませんでした。 11 イスラエル全体はあなたの律法を破り，背を向けてあなたの声に従いませんでした。そのためあなたは，私たちに災いが降り掛かるようにされました。真の神に仕えたモーセの律法に記された，誓いによる災いです。私たちがあなたに対して罪を犯したからです。 12 あなたは，私たちと指導者たちに対して語った言葉を実行し，私たちに大きな災難をもたらされました。それまで地上全体で起きたためしがないようなことが，エルサレムで起こりました。 13 モーセの律法に記されている通り，災難がことごとく私たちに降り掛かりました。それでも私たちは，神エホバに恵みを求めず，自分たちの過ちから離れず，あなたの真理*を洞察しませんでした。 14 そのためエホバは見張っておられ，私たちに災難をもたらされました。私たちの神エホバは常に正しいことを行ってこられました。しかし，私たちはその声に従いませんでした。 15 私たちの神エホバ，あなたは力強い手でご自分の民をエジプトから連れ出し，ご自分の名を上げて今に至っています。私たちは罪を犯し，悪事を働きました。 16 これまで常に正しいことを行ってこられたエホバ，どうかあなたの怒りと憤りが，あなたの都市エルサレムから，あなたの聖なる山から離れますように。私たちの罪と父祖たちの過ちのために，エルサレムとあなたの民は周囲の全ての人々から非難されています。 17 ああ，私たちの神，あなたに仕える私の祈りと懇願を聞いてください。エホバ，あなたご自身のために，あなたの荒廃している聖なる所を気に掛けてください。 18 私の神，耳を傾けて聞いてください！ 目を開けて，私たちの荒れ果てた様子を，あなたの名で呼ばれてきた都市をご覧ください。私たちが懇願しているのは，自分たちの行いが正しいからではなく，あなたが深い憐れみを示してくださるからです。 19 エホバ，聞いてください。エホバ，お許しください。エホバ，私たちに注意を向けて，救ってください！ 私の神，あなたご自身のために，行動を遅らせないでください。あなたの都市とあなたの民は，あなたの名で呼ばれているからです」。

聖なる書物のこと。
または，「あなたの正しさ」，「あなたが信頼できること」。


^ （ダニ 5:29-6:5） するとベルシャザルは命令を出し，家来たちはダニエルに紫の衣を着せ，金の首飾りを掛けた。そして，ダニエルが王国の第3の支配者になることが布告された。 30 まさにその夜，カルデア人の王ベルシャザルは殺された。 31 メディア人ダリウスが，およそ62歳の時にその王国を治め始めた*。 
6 ダリウスは，王国全体を治めるために120人の太守を任命することにした。 2 また，彼らの上に3人の高官を立てた。その1人がダニエルだった。王が損失を被ることがないように，太守たちはその高官たちに報告することになっていた。 3 ダニエルは，他の高官や太守たちの中で抜きんでるようになった。並外れた知性を持っていたからであり，王は彼に王国全域を治める権威を与えようと考えていた。 4 高官や太守たちは，国務に関することでダニエルを非難する口実を探そうとしていたが，何の口実も落ち度も見つけられなかった。ダニエルは信頼でき，怠慢や落ち度は全くなかったからである。 5 そのため彼らは言った。「ダニエルの神の律法のことで言い掛かりをつけない限り，彼を非難する口実は見つからないだろう」。

または，「与えられた」。


^ （ダニ 9:2） その年に，私ダニエルは書物*を調べ，エルサレムの荒廃が終わるまでの年数を知った。それはエホバが預言者エレミヤに語ったもので，70年だった。

聖なる書物のこと。


^ （レビ 26:39-42） あなたたちのうちの残る人たちも，自分の過ちのために敵の土地で朽ち果てる。父たちの過ちのために朽ち果てるのである。 40 彼らは，自分の過ち，および父たちの過ちと不忠実さを告白し，次のことを認める。彼らが私に逆らって歩んで不忠実に行動し， 41 それで私も彼らに立ち向かい，敵の土地に連れていった，ということを。 その時には，彼らは心がかたくな*ではなくなり，謙遜になるかもしれない。また，自分の過ちを償うことになる。 42 私はヤコブとの契約と，イサクとの契約を思い起こす。アブラハムとの契約を思い起こし，その土地のことを思い起こす。

直訳，「無割礼」。


^ （王一 8:46-50） 彼らがあなたに対して罪を犯した場合（罪を犯さない人は一人もいません），あなたが憤って彼らを敵に渡し，彼らが捕らえられて，遠くであれ近くであれ，敵の土地に連れ去られ， 47 行ったその土地で本心に立ち返ってあなたのもとに戻り，『私たちは罪を犯し，間違ったことをしました。悪いことをしました』と言って恵みを求めるなら， 48 また，行ったその敵の土地で，彼らが心を尽くし自分の全てを尽くしてあなたのもとに戻り，父祖たちにあなたがお与えになった土地とあなたが選んだ都市の方を向き，あなたの名のために私が建てた家に向かってあなたに祈るなら， 49 あなたが，住まいである天から，彼らの祈りと恵みを求める願いをお聞きになり，彼らのために行動し*， 50 あなたに対して罪を犯した彼らと，彼らがあなたに対して犯した全ての違反を許してくださいますように。彼らが敵たちの前で情けを受けられるようにあなたが働き掛け，敵たちが彼らに情けを掛けますように。

または，「裁き」。


^ （ダニ 9:11-13） イスラエル全体はあなたの律法を破り，背を向けてあなたの声に従いませんでした。そのためあなたは，私たちに災いが降り掛かるようにされました。真の神に仕えたモーセの律法に記された，誓いによる災いです。私たちがあなたに対して罪を犯したからです。 12 あなたは，私たちと指導者たちに対して語った言葉を実行し，私たちに大きな災難をもたらされました。それまで地上全体で起きたためしがないようなことが，エルサレムで起こりました。 13 モーセの律法に記されている通り，災難がことごとく私たちに降り掛かりました。それでも私たちは，神エホバに恵みを求めず，自分たちの過ちから離れず，あなたの真理*を洞察しませんでした。

または，「あなたの正しさ」，「あなたが信頼できること」。


^ （ミカ 7:7） しかし私はエホバに目を向け続ける。 私の救いの神を辛抱強く待つ。 私の神は聞いてくださる。



^ （マタ 24:42） それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです。



^ （マタ 24:44） ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです。
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^ ***喜歌 73番 私たちに大胆さを与えてください***
73番
私たちに大胆さを与えてください
（使徒 4:29）
1. 王国の知らせ伝える時に
反対されても あざけられても
人を恐れずエホバに従う
導きを求めてエホバに祈ろう
（※ 繰り返し）
与えてください 強い心を
恐れに負けずに語れるように
大胆に語る勇気と力を
与えてください
エホバよ
2. 弱さと恐れを感じる時も
エホバの支えを信じて頼る
神は必ず助けてくださる
導きを求めてエホバに祈ろう
（※ 繰り返し）
与えてください 強い心を
恐れに負けずに語れるように
大胆に語る勇気と力を
与えてください
エホバよ
（テサ一 2:2; ヘブ 10:35も参照。）



^ ***喜歌 126番 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる***
126番
目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる
（コリント第一 16:13）
1. 目を覚まし耐える どんな試練も
勇敢に進む 勝利の道を
王として導くイエスの声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
2. 目を覚まし保つ 平常心を
進んで従う イエスの指示に
キリストに仕える牧者の声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
3. 目を覚まし運ぶ 真理の種を
逆風吹いても一致の下に
全ての兄弟と賛美の声を上げ
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
（マタ 24:13; ヘブ 13:7，17; ペテ一 5:8も参照。）









^ ***喜歌 123番 神の秩序にいつでも従う***
123番
神の秩序にいつでも従う
（コリント第一 14:33）
1. エホバ神の証人は
一つになる 秩序よく
世界中で王国と真理の価値告げるため
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
2. どんなときも揺るぎなく
エホバの知恵語るなら
神の力与えられ導かれる 神の道
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
（ルカ 12:42; ヘブ 13:7，17も参照。）



^ ***喜歌 122番 揺らぐことなく勝利を得る***
122番
揺らぐことなく勝利を得る
（コリント第一 15:58）
1. 闇の中をさまよう
希望消えた世界で
光掲げ続けて神に仕える
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
2. 正しいこと行い
悪いもの憎むなら
誘惑に負けないで歩んでいける
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
3. 神の知らせ伝えよう
喜びに満ちあふれ
力尽くし励もう 終わりは近い
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
（ルカ 21:9; ペテ一 4:7も参照。）









^ ***喜歌 121番 自制が必要***
121番
自制が必要
（ローマ 7:14-25）
1. 神の道歩むため
どんなときも自制する
聖なる力 受け
平和求め生きる
2. 誘惑は絶え間なく
罪の力 強くても
エホバの助け得て
日ごと 勝利得よう
3. 振る舞いに気を配る
神の名誉守るため
いつの日も自制を保ち
生きていこう
（コリ一 9:25; ガラ 5:23; ペテ二 1:6も参照。）



^ ***喜歌 47番 日ごとにエホバに祈る***
47番
日ごとにエホバに祈る
（テサロニケ第一 5:17）
1. 日ごと神に祈ろう
神は聞いてくださる
心開き近づき
友に話す気持ちで
日ごと祈ろう
2. 感謝しよう エホバに
生きることの喜び
罪の許し求めて
神に心打ち明け
日ごと祈ろう
3. つらい時も祈ろう
保護と助け求めて
不安委ね頼ろう
神はそばで支える
日ごと祈ろう
（詩 65:5; マタ 6:9-13; 26:41; ルカ 18:1も参照。）



^ ***暮 レッスン57 ポイント1–3***
1. エホバに許してもらうにはどうする必要がある？
エホバを愛している人は，重大な罪を犯してしまったことを後悔し，とても悲しい気持ちになります。でも，エホバの次の約束について考えると，慰められます。「あなたたちの罪は緋のようだが，雪のように白くされる」。（イザヤ 1:18）心から悔い改めるなら，エホバは完全に許してくれます。どうやって悔い改めるのでしょうか。してしまったことを深く後悔し，悪いことをやめて，許してくださいとエホバに心からお願いします。そして，罪を犯すきっかけになった良くない考え方や行動を変え，エホバの清い基準に沿って生活するように努力します。（イザヤ 55:6，7を読む。）
2. エホバはどのように長老たちによって助けてくれる？
エホバは，重大な罪を犯してしまったら「会衆の長老たちを呼んでください」と指示しています。（ヤコブ 5:14，15を読む。）長老たちはエホバを愛していて，エホバの羊のような人たちのことも愛しています。私たちがエホバとの良い関係を取り戻せるように助けてくれます。（ガラテア 6:1）
私たちが重大な罪を犯した時，長老たちはどのように助けてくれるのでしょうか。2人か3人の長老が聖書を使って，何が良くなかったのか，どうすれば正しい行動ができるかを教えてくれます。再び罪を犯してしまうことがないように，具体的なアドバイスをし，励ましてくれます。私たちがエホバとの強い絆を持てるようになるまで，クリスチャンの活動への参加を制限することもあります。誰かが重大な罪を犯して悔い改めない場合，長老たちは会衆を有害な影響から守るためにその人を排斥します。つまり，会衆から出てもらいます。
もっと調べよう
重大な罪を犯してしまったときにエホバがどのように助けてくれるかをさらに考え，感謝を深めましょう。
3. 罪を告白することは，立ち直るために大切
どんな罪もエホバに対する罪なので，エホバに告白するのは正しいことです。詩編 32編1-5節を読んで，次のことを考えましょう。
• 罪を隠そうとするより，エホバに告白した方がよいのはどうしてですか。
エホバに罪を告白するだけでなく，長老たちに助けてもらうと，気持ちが楽になって安心できます。動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「エホバは愛する人を矯正する」（3:01）
• キャノンがエホバのもとに戻れるよう，長老たちはどのように助けましたか。
長老たちは私たちを助けたいと思っているので，正直に話すことが大切です。ヤコブ 5章16節を読んで，次のことを考えましょう。
• 私たちが正直に話した方が長老たちも助けやすい，と言えるのはどうしてですか。



^ ***塔研20 11月号 27–29ページ 将来を真っすぐ見つめましょう***
12 ヨハネ第一 3:19，20を読む。誰でも自分を責めることがあります。例えば，真理を学ぶ前にしてしまったことやバプテスマの後にしてしまった失敗のために罪悪感を感じることがあります。（ロマ 3:23）私たちは皆，正しいことをしたいと思っていますが，「何度も過ちを犯します」。（ヤコ 3:2。ロマ 7:21-23）罪悪感を感じるのはうれしいことではありませんが，良い面もあります。罪悪感があると，自分の歩みを正し，同じ間違いを繰り返さないようにしようという気持ちになれるからです。（ヘブ 12:12，13）
13 時には，自分を責め過ぎることもあります。悔い改めてエホバに許してもらったのに罪悪感を感じ続けてしまうのです。そのような気持ちは私たちのためにはなりません。（詩 31:10; 38:3，4）過去の罪のことで自分を責める気持ちと闘っていた1人の姉妹は，こう言っています。「私の場合，どうせもう手遅れなんだから，エホバへの奉仕に励んでも仕方がない，と思いました」。私たちも同じように感じることがあるかもしれません。しかし，エホバが私たちのことを諦めていないのに，私たちが自分のことを諦めてしまうなら，サタンを喜ばせることになってしまいます。ですから，自分を責め過ぎる気持ちと闘うのは重要なことなのです。（コリント第二 2:5-7，11と比較。）
14 それでも，「エホバが私のことを諦めていないとどうしたら分かるのだろう」と思うかもしれません。しかし，そう考えていること自体，エホバに許していただけることの証拠です。以前の「ものみの塔」誌には，このように書かれていました。「わたしたちは，自分の以前の生活の型に殊のほか深く根ざした何らかの悪い癖があって，何度もそれにつまずいて倒れる[かもしれません]。……絶望してはなりません。許されない罪を犯したのだと決めてかからないでください。サタンはあなたがまさにそう推論することを望んでいるのです。あなたが自分自身のことで憂え，悩んでいるということ自体，いい気になっているわけではないことの証拠です。神の許しと清めと助けを求めることに，決してうみ疲れてはなりません。へりくだって真剣に神に頼ってください。同じ弱さのことでどれほど頻繁に近づかなければならないとしても，子供が困った時に父親のもとに行くようにエホバに近づいてください。そうすれば，エホバは過分の親切を施す方ですから，慈しみ深く助けを与えてくださ……るでしょう」。
15 多くのエホバの証人が，エホバが許してくださっていることを知って，慰めを得ています。例えば，数年前，ある兄弟は「聖書は人の生き方を変える」のシリーズの経験に心を動かされました。その記事に出てくる姉妹は，過去のつらい経験のために，エホバが自分を愛してくださるとは思えませんでした。バプテスマを受けた後も長い間，そうした気持ちと闘いました。しかし，贖いについてじっくり考え，見方を変えることができました。
16 この経験は，兄弟にとってどのように助けとなったでしょうか。こう書いています。「若かった頃，ポルノ中毒から抜け出そうと必死に闘いました。でも，最近またポルノを見るようになってしまいました。それで，クリスチャンの長老に助けを求め，問題を克服しつつあります。長老たちは，エホバが私を愛していて，許したいと思っていることを理解できるように助けてくれました。それでも，『自分はだめな人間だ。エホバが愛してくださるはずはない』と思うことがあります。[この姉妹]の経験談は本当に助けになりました。神が許してくださるはずはない，と考えるなら，『イエスの犠牲に，私の罪を覆えるほどの価値はない』と言っているようなものです。それで，この記事を切り抜いて，自分はだめだ，という気持ちが湧き起こったらすぐに読んで黙想できるようにしています」。
17 こうした経験について考えると，使徒パウロのことを思い出します。パウロはクリスチャンになる前，重大な罪を幾つも犯しました。自分がしたことを忘れてはいませんでしたが，そのことでいつまでも心を悩ませたりはしませんでした。（テモ一 1:12-15）贖いを自分への贈り物と考えました。（ガラ 2:20）だからこそパウロは，自分を責め過ぎる気持ちを退け，エホバへの奉仕に打ち込むことができました。









^ ***喜歌 36番 心を守る***
36番
心を守る
（格言 4:23）
1. 命守るため心守る
エホバの言葉に心映し
正しく心を導くなら
それることはない エホバの道
2. 心整えて神に頼り
毎日祈って感謝示す
喜んで神に従うなら
心に神への愛が育つ
3. 真実を愛し考えれば
心動かされ強くされる
心から神をたたえるなら
神から愛され友になれる
（詩 34:1; フィリ 4:8; ペテ一 3:4も参照。）



^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）









^ ***塔94 5/15 28–30ページ 神への奉仕でホームシックに対処する***
神への奉仕でホームシックに対処する
イエス･キリストはご自分の追随者に，『行って，すべての国の人々を弟子としなさい』とお命じになりました。（マタイ 28:19）この任務を遂行することは多くのクリスチャンにとって，遠く故郷を離れて容易ならぬ環境に甘んじることを意味してきました。旅行する監督やその妻，また他の人々も，神への奉仕のために多くのものを後にしています。こうしたエホバの証人すべてにとって，ホームシックは現実の課題となる場合があります。
楽しかった過去の生活の中で抱いていた安心感や愛情を懐かしく思い起こすと，ホームシックになることがあります。そうなると，気がめいって頑張り通せないと感じるほどの強い感情に襲われる場合があります。事実，自分の家財を売り，高い費用を払って外国へ出かけたものの，計画を放棄して家に帰った人たちもいます。その人たちはホームシックに負けてしまったのです。
そうした感情に襲われる状況は大抵，初めて移動した後によく起きるものですが，ある人たちの場合，一生続くこともあります。ヤコブは故郷を離れて20年余りたってからも，「自分の父の家を慕い求めて」いました。（創世記 31:30）どんな人がホームシックになるのでしょうか。何がその引き金になりますか。そうした感情にどのように対処できるでしょうか。
悲しみの引き金になるのは何か
だれでもホームシックになり得ます。メディアの王アステュアゲスの娘アミュティスは，富や名声や美しい住まいなど，幸福になる条件を十分備えているかに見えました。それでも，アミュティスはメディアの山々を懐かしんでひどいホームシックになったため，夫であるネブカドネザル王は妻を慰めようと，バビロンの空中庭園を造りました。
移動する前よりも生活が困難に思えるとき，ホームシックは特に辛い問題となることがあります。ユダの民は流刑の身になったとき，こう言って嘆き悲しみました。「バビロンの川のほとり ― そこにわたしたちは座った。わたしたちはまた，シオンを思い出して泣いた。異国の地でどうしてエホバの歌を歌うことができるだろうか」― 詩編 137:1，4。
人をホームシックにならせてふさぎ込ませるものは数々あります。カナダを後にしたテリーはこう語ります。「ある日，本の間から家族の写真が1枚落ちてきました。それを拾い上げた途端，急にホームシックの気持ちがこみ上げてきて，泣きだしてしまいました」。英国から，大変貧しい国へ移ったクリスは，「懐かしい歌のメロディーを耳にしたり，なじみ深い料理の香りをかいだりするだけで，自分が後にしてきたものを恋しく思う気持ちにさせられるものです」と心のうちを語っています。―民数記 11:5と比較してください。
固い家族のきずなが一因となる場合も少なくありません。現在，近隣の国で暮らしているブラジル人のロザリーはこう述べています。「家から良くない知らせがあっても助けに行けないと，落ち込んでしまいます。家から何の音沙汰もなく，自分であれこれ考えるようになる時はもっとひどくなる場合があります」。ジャニスは北アメリカからアマゾンの熱帯地方にある小さな町へ移りました。彼女はこう語っています。「家からの良い知らせを聞くとホームシックになります。みんなが一緒に楽しく過ごしている様子を聞いて，自分も一緒にいられたらと思うのです」。
ホームシックの原因になるのは，単に人々を後にすることだけではありません。リンダはこう説明しています。「必要な物をどこで買ったらいいかが分からなくていらいらしたものです。物の値段も物々交換の方法も知りませんでした。車は高すぎて持てなかったので，いつも人に押されながら，ぎゅうぎゅう詰めの公共の交通機関にやっとのことで乗り込みました。こうした経験をして本当に家が恋しくなりました」。ジャネットは文化や経済上の格差について触れ，こう述べています。「私を当惑させたのは貧困でした。人々がパンを求めて物ごいする様子や，水道もない一つの部屋に大家族がみんなで暮らしているところなど，それまで一度も見たことがありませんでした。……私はこうしたことにすっかり当惑させられ，とてもそこにはいられないと思いました」。
自分の感情に対処する
愛する人々や生まれ育ったなじみ深い環境に強い愛着を感じるからといって，きまりの悪い思いをすべきではありません。エホバ神は，温かい個人的な関係を楽しめるようわたしたちに感情を与えてくださいました。エフェソスの会衆にいたクリスチャンの監督たちは感情面でも円熟した人々でした。しかし，それら監督たちへの使徒パウロの訪問が終わりに近づいた時，どんなことが起きましたか。何と，「すべての者は少なからず泣き，パウロの首を抱いて優しく口づけした」のです。（使徒 20:37）もちろん，この出来事はホームシックとは無関係でしたが，それでも考えさせるものがあります。様々な感情を抱くのは正常なことですが，感情に支配されるべきではありません。では，どうすればホームシックにうまく対処できますか。
土地の言語を話せるようにすることは，落ち着いた気持ちを抱くためのかぎです。外国語を相手にしなければならないためにうまく意思が通わない場合，ホームシックの感情は強くなるかもしれません。ですから，できれば移動する前に，行く先の言語を読んだり話したりすることを学んでください。さもなければ，移動後の最初の数週間は，言語の勉強に注意を集中しましょう。最も強い動機づけを持っているこの時期は，言語の学習で最善の成果を期待できる時期です。この数週間をおもに言語の勉強に充てるなら，程なくして会話を楽しめるようになり，それはホームシックという感情を抑える助けになることでしょう。
できるだけ早く新しい友人を作ってください。これは，環境に順応する助けになるからです。エホバの証人の会衆は，真の友を作る最善の場所です。自分から進んで行動し，他の人々に関心を示してください。人々の背景や家族構成，その問題や関心事を知るよう努力しましょう。仲間の信者を家に招いてください。今度は他の人々があなたに関心を示すようになるでしょう。
神の民の間では，友情は家族のきずなと同じほど固いものとなり得ます。イエスは，「だれでも神のご意志を行なう人，その人がわたしの兄弟，また姉妹，また母なのです」と言われました。（マルコ 3:35）さらに，キリストはご自分の追随者にこう保証されました。「わたしのため，また良いたよりのために，家，兄弟，姉妹，母，父，子供，あるいは畑を後にして，今この時期に百倍を，すなわち家と兄弟と姉妹と母と子供と畑を迫害と共に得，来たらんとする事物の体制で永遠の命を得ない者はいません」。（マルコ 10:29，30）こうしたすばらしい霊的な兄弟関係があるので，わたしたちは新しい土地にいても独りぼっちではないのです。
故郷の人々との友情を保つことも，ホームシックに対処するのに役立ちます。移動した今，手紙のやり取りが特に意味を持つことに気づいて驚かれるかもしれません。恐らく，一つ一つ言葉をよく考えて書くからです。胸の躍るような事をいろいろ伝えたいと思うことでしょう。前述のジャネットはこんな提案をしています。「長距離電話は高くつきますが，声を録音したカセットテープを郵送すれば，比較的安くてすみます。初めのうち機械に向かって話をするのは何か変な感じですが，相手と自分の間にマイクがあるだけだと思って話せば，簡単で面白いものです」。返事もカセットテープで送ってほしいと頼めるかもしれません。
25年前に米国からラテンアメリカへ移住したシャーリーは，「私はいつも問題ではなく，築き上げる経験を手紙に書いています。そうすると，他の人たちも私にずっと手紙をくださいます」と語っています。でも，気をつけてください。あまり手紙ばかり書いていると，新しい友人を作れなくなることがあります。カナダから別の国へ移ったデルはこう述べています。「家に閉じこもって懐かしいもののことばかり考えるのはやめてください。むしろ，出かけて行って，新しく来た場所を見て楽しんでください」。
新しい土地の習慣や歴史やユーモア，そして興味深い場所や景勝などを知るようにしてください。そうすることは，消極的な要因についてくよくよ考えないようにするのに役立ちます。また，移って来た所にとどまるつもりなら，あまり早いうちに，またはあまり頻繁に故国を訪ねないのが最善です。新しい友情を築いたり，新しい環境に慣れたりするには時間がかかります。長期間にわたって再三故郷を訪ねると，そうした努力を妨げることになります。ひとたび新しい場所に落ち着いたなら，故郷を訪ねるために帰り，また戻って来る旅行を楽しめます。一方で，新しい住まいに対する愛着を深めることにも精を出してください。
将来のことを考え続けなさい
エホバは全地をわたしたちの住みかとして与えてくださいました。（詩編 115:16）クリスチャンの喜びにあふれた精神を抱いていれば，どんな土地でも生活は楽しいものになり得ます。王国の関心事を促進したり，外国や自国の他の場所で良いたよりを宣べ伝えたりするために移動する場合には，喜びに満ちた期待を抱いてそうなさってください。新しい友人を作ったり，異なった習慣について学んだり，人を弟子としたり，あるいは神への奉仕において報いの多い事柄を行なったりすることを心待ちにしてください。
エホバ神は，あなたがどこにいようと，いつも共にいてくださる一人の友です。（詩編 94:14; 145:14，18）ですから，祈りによってエホバとの親密な関係を保ってください。（ローマ 12:12）そうすれば，神の僕である自分の人生の目的を銘記するよう助けられます。アブラハムとサラはウルの都市にあった快適な住まいを後にした時，自分たちの目的を絶えず心に留めていました。二人はエホバの命令に従って友人や親族を後に残しました。（使徒 7:2-4）もし自分たちが後にした場所をいつも思い出し，恋しく思っていたのであれば，帰る機会もあったはずです。しかし，二人はさらに勝った場所 ― 最終的には天の神の王国の支配する地上の楽園＜パラダイス＞での命をとらえようとしていたのです。―ヘブライ 11:15，16。
外国の地，もしくは国内の，王国宣明者を大いに必要としている場所で宣べ伝えることは，かなり大きな課題になる場合があります。しかしそれは，実り豊かで大変報いの多い仕事でもあります。（ヨハネ 15:8）また，消極的な考えに一時的に圧倒されるようなことがあるとしても，いつも目標を心に留め，将来のことを考えるなら，消極的な考えを克服できます。ある未婚の宣教者の姉妹はこう語りました。「私は悲しみに襲われそうになるとき，新しい世について，また全人類が一つの家族になる様子について考えるようにしています」。こうした楽しい考えは，喜びを保ち，ホームシックに負けないようにするための助けになるのです。
[29ページの図版]
ホームシックのためにクリスチャンの宣教の業が阻まれる必要はない









^ ***清 118ページ 「乾いた骨」と「2人の証人」 どう関係しているか***
囲み 10B
「乾いた骨」と「2人の証人」 どう関係しているか
1919年に，関連する2つの預言が実現しました。「乾いた骨」についての預言と，「2人の証人」についての預言です。「乾いた骨」に関する幻は，非常に長い期間（実際には約1800年間）の終わりに，神の民の大きなグループが生き返ることを予告していました。（エゼ 37:2-4。啓 11:1-3，7-13）一方，「2人の証人」に関する預言は，短い期間（1914年の後半から1919年の前半）の終わりに，神に仕える人たちの小さなグループが生き返ることについて述べていました。どちらの預言も象徴的な復活を描写しており，現代に実現しました。1919年にエホバは，天に行くよう選んだ人たちを「立ち上が」らせ，大いなるバビロンに捕らわれた状態から解放し，回復された会衆に集め入れたのです。（エゼ 37:10）
とはいえ，この2つの預言の実現には重要な違いがあります。「乾いた骨」に関する預言は，天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちの全員が生き返ることを予告していました。一方，「2人の証人」に関する預言は，その人たちの一部について予告していました。組織の中で中心的な役割を果たしていて，「忠実で思慮深い奴隷」として任命された人たちのことを述べていたのです。（マタ 24:45。啓 11:6）
「谷あいの平原……は骨でいっぱいだった」（エゼ 37:1）
西暦100年より後
西暦2世紀以降，天に行くよう選ばれたクリスチャンたちの会衆が象徴的な意味で殺された時，「谷あいの平原」は「骨」でいっぱいになった。
1919年前半
1919年: 「乾いた骨」が生き返った。エホバは天に行くよう選んだ人たち全員を大いなるバビロンから去らせ，回復された会衆に集め入れた。
「2人の証人」（啓 11:3）
1914年後半
「粗布をまと」って伝道した
1914年: 「2人の証人」は「粗布をまと」って3年半の間伝道した。その期間の終わりに象徴的な意味で殺された。
象徴的な死
1919年前半
1919年: 「2人の証人」が生き返った。天に行く人たちのうち，組織の中で中心的な役割を果たしていた兄弟たちの少人数の一団が，「忠実で思慮深い奴隷」として仕えるよう任命された。
第10章9，14節に戻る
[脚注]
「ものみの塔」2016年3月号「読者からの質問」を参照。
​​​​​​​









^ ***塔11 1/1 22ページ 神は本当に気遣ってくださいますか***
ダニエルは聖書を勤勉に研究する人でした。そのことは，ダニエル自身が，「わたし……は，エルサレムの荒廃が満了するまでの年の数を幾つかの書によって知った」と書いていることから分かります。（ダニエル 9:2）当時ダニエルが入手できた書には，モーセ，ダビデ，ソロモン，イザヤ，エレミヤ，エゼキエルその他の預言者たちが霊感のもとに書いたものが含まれていた，と思われます。きっとダニエルは，数多くの巻き物に囲まれて，エルサレムで真の崇拝が回復されることに関する幾つかの預言的な宣言を読んだり比較検討したりすることに全く没頭していたことでしょう。恐らく屋上の間で，だれにも邪魔されずに，そのような章句の意味について深く黙想したに違いありません。ダニエルはそのように目的を持って研究した結果，信仰が強まり，エホバに近づくことができました。



^ ***ダ 182–184ページ メシアの到来する時が啓示される***
ダニエルは謙遜な態度でエホバに請願する
4 ダニエルは，70年におよぶエルサレムの荒廃の終わりが迫っていることを理解しました。そこでダニエルはどうするでしょうか。ダニエル自身がこう述べています。「わたしは自分の顔をまことの神エホバに向けた。祈りと懇願により，断食と粗布と灰のうちにあって神を求めるためであった。そしてわたしは，わたしの神エホバに祈り，告白してこう言った」。（ダニエル 9:3，4）神による憐れみ深い救出を経験するには，正しい心の状態が必要でした。（レビ記 26:31-46。列王第一 8:46-53）信仰，謙遜な霊，流刑と隷属状態に至らせた罪を十分に悔い改めることが必要です。それでダニエルは，罪深い民のために神に近づきます。どうするのでしょうか。断食をし，嘆き悲しみ，粗布をまとうのです。それらは悔い改めと誠実な心の象徴でした。
5 エレミヤの預言はダニエルに希望を与えていました。その預言には，近い将来ユダヤ人が故国のユダに帰還することが示唆されていたからです。（エレミヤ 25:12; 29:10）恐らくダニエルは，被征服民となっていたユダヤ人に解放が訪れるという確信を得ていたことでしょう。キュロスという名の人物がすでにペルシャの王として支配していたからです。エルサレムと神殿を建て直すためにユダヤ人を解放する器がキュロスであることは，イザヤが預言していたのではないでしょうか。（イザヤ 44:28–45:3）しかしダニエルには，それが一体どのように実現するのか全く分かりませんでした。それでダニエルは，エホバへの祈願を続けます。
6 ダニエルは神の憐れみと愛ある親切に注意を向けます。そして謙遜な態度で，ユダヤ人がエホバに背くことにより，またエホバのおきてからそれることにより，さらには神の預言者たちを無視することにより，罪をおかしたことを認めました。神が『彼らの不忠実さのゆえに彼らを離散させた』のは正しいことでした。ダニエルはこう祈りました。「エホバよ，わたしたちには，王たちにも，君や父祖たちにも顔の恥があります。わたしたちはあなたに対して罪をおかしたからです。わたしたちの神エホバには憐れみと許しがあります。わたしたちは背いたのです。そしてわたしたちは，わたしたちの神エホバの声に従いませんでした。その僕である預言者たちの手によってわたしたちの前に置かれた律法のうちを歩まなかったのです。そして，イスラエルのすべての者はあなたの律法を踏み越えました。あなたの声に従わないでそれて行きました。そのためにあなたは，まことの神の僕モーセの律法の中に記されたのろいと誓いをわたしたちの上に注がれました。わたしたちが神に罪をおかしたからです」。―ダニエル 9:5-11。出エジプト記 19:5-8; 24:3，7，8。
7 神は，ご自分に従わなければ，そしてご自分と結んだ契約を軽んじるならどんな結果になるかを，イスラエル人に知らせておられました。（レビ記 26:31-33。申命記 28:15; 31:17）ダニエルは次のように述べて，神の行動の正しさを認めています。「神は，わたしたちまたわたしたちを裁いた裁き人たちに語られたみ言葉を実行して，わたしたちに大きな災いを下されました。全天下でかつてなされたことがないほどのもの，それがエルサレムでなされました。モーセの律法の中に記されているとおりのこのすべての災い，それがわたしたちに臨んだのです。それでもわたしたちは，わたしたちの神エホバの顔を和めようとはしませんでした。自分たちのとがから離れず，あなたの真実さに洞察力を働かせなかったのです。そのためエホバは災いに目ざとくなられ，ついにそれをわたしたちの上に下されました。わたしたちの神エホバはその行なわれたすべての業において義にかなっておられるのです。わたしたちはその声に従いませんでした」― ダニエル 9:12-14。
8 ダニエルは自分の民の行動を正当化しようとはしませんでした。ダニエルが，「わたしたちは罪をおかし，よこしまに振る舞いました」と進んで告白したとおり，民はしかるべき理由があって流刑にされたのです。（ダニエル 9:15）また，ダニエルの関心事は，単に苦しみから解放されることではありませんでした。ダニエルはエホバご自身の栄光と誉れに基づいて訴えています。神はユダヤ人を赦し，故国へ帰還させることにより，エレミヤを通して語られた約束を果たし，ご自分の聖なるみ名を神聖なものとされます。ダニエルはこう嘆願します。「エホバよ，あなたのすべての義の業にしたがい，どうかあなたの怒り，その激しいみ怒りが，あなたの都市エルサレムから，あなたの聖なる山から離れますように。わたしたちの罪のため，またわたしたちの父祖たちのとがのために，エルサレムとあなたの民とは，周囲のすべての者のそしりの的となっているのです」― ダニエル 9:16。
9 ダニエルは熱烈な祈りの中で，さらに言葉を続けます。「それで今，わたしたちの神よ，僕の祈りと懇願を聴き入れ，荒廃しているあなたの聖なる所の上にみ顔を輝かせてください。エホバのためにそうなさってください。わたしの神よ，耳を傾けてお聞きください。どうぞみ目を開いてわたしたちの荒廃の様を，あなたのみ名によって呼ばれた都市をご覧ください。わたしたちの義の業に基づいてこの懇願をみ前にささげているのではありません。ただ，あなたの多大の憐れみによるのです。エホバよ，どうぞお聞きください。エホバよ，どうぞお許しください。エホバよ，どうぞ注意を向けて，行動なさってください。わたしの神よ，ご自身のために，遅れないでください。あなたの都市の上，あなたの民の上には，あなたのみ名がとなえられているのです」。（ダニエル 9:17-19）神が許すことをせず，ご自分の民を流刑のままにし，ご自身の聖都エルサレムをいつまでも荒廃させておくなら，諸国民はエホバを宇宙の主権者とみなすでしょうか。エホバはバビロニアの神々の力の前に無力である，と結論



^ ***塔04 8/1 12–13ページ エホバはご自分の栄光を謙遜な人々に示される***
17 ヘブライ人の預言者ダニエルは，身を「低く」した，つまり謙遜であったゆえに，神の目に「大いに望ましい人」と宣言されました。（ダニエル 10:11，12）ダニエルにとって，謙遜さを培うのに何が助けになったのでしょうか。まず第一に，ダニエルはエホバに対する揺るぎない信頼を示し，いつも祈りで神に頼りました。（ダニエル 6:10，11）加えて，ダニエルは正しい動機で神の言葉を勤勉に研究する人でもあり，それが，神の栄光ある目的に絶えず注意を集中する助けになっていました。また，自分の民に関してだけでなく，自らの短所を認めることにもやぶさかではありませんでした。さらに，自分の義ではなく，神の義を推進することに真の関心を抱いていました。（ダニエル 9:2，5，7）わたしたちはダニエルの際立った手本から学び，謙遜さを培って，それを生活のあらゆる面で表わすように心掛けることができるでしょうか。



^ ***塔12 8/15 5ページ 「わたしは……あなた方と共にいる」***
7 今わたしたちは，何千年も「秘められ」てきたものの，この終わりの時に成就を見ている預言の意味を理解することができます。（ダニ 12:9）そうした預言は聖書のここかしこにありますが，特に四福音書と「啓示」の書の預言は注目に値します。エホバは，イエスの即位，天の戦争，サタンが地に投げ落とされたことなど，人間の目には見えない出来事を理解できるよう，助けてくださいました。（啓 12:7-12）また，戦争，地震，疫病，食糧不足，今を「対処しにくい危機の時代」にしている不敬虔な人々のことなど，人間の目に見えるものの意味についても，洞察できるようにしてくださいました。―テモ二 3:1-5。ルカ 21:10，11。
8 イエスは弟子たちにこう述べました。「あなた方が見ているものを見る目は幸いです。あなた方に言いますが，多くの預言者や王たちは，あなた方が見ているものを見たいと願いながらそれを見ず，あなた方が聞いている事柄を聞きたいと願いながらそれを聞かなかったのです」。（ルカ 10:23，24）まさにその通りです。わたしたちが真理を見たり聞いたりできる，つまり理解できるのは，エホバ神のおかげです。神がイエスの追随者たちを「真理の全体へと」導くため，「助け手」である聖霊を送ってくださったことに，わたしたちはなんと感謝できるのでしょう。（ヨハネ 16:7，13を読む。）ですから，「真の知識」をいつも大切にし，その知識を私心なく伝えてゆきたいものです。
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